
朱
熹
の
「
慎
独
」
の
思
想

小
路
口

聡

は
じ
め
に

　

朱
喜
は
、
同
時
代
の
学
ぶ
者
た
ち
の
弊
害
と
し
て
、

の
よ
・
つ
な
．
分
析
を
加
え
て
い
る

仏
教
に
帰
依
す
る
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
次

今
時
の
学
ぶ
者
た
ち
が
、
往
々
に
し
て
異
教
〔
仏
教
〕
に
帰
依
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
は
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
．
．
思
う
に
、

［
儒
教
徒
レ
「
一
て
の
］
自
分
達
の
と
こ
ろ
に
は
、
工
夫
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
の
心
を
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
と
り
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ニ

つ
く
島
も
な
い
た
め
で
あ
る
．
ま
た
、
自
分
達
の
と
こ
ろ
で
は
、
［
安
心
立
命
に
つ
い
て
は
］
説
き
方
が
疏
略
で
あ
っ
て
、
そ
の
い

か
ん
と
も
し
が
た
き
心
を
治
め
る
た
め
の
良
い
処
方
箋
が
無
い
、
と
見
て
い
る
か
ら
な
の
だ
．
と
こ
ろ
が
、
禅
者
の
説
に
は
、
「
悟

り
一
の
門
か
あ
っ
て
、
一
旦
、
悟
入
し
て
し
ま
え
ば
、
「
前
後
際
断
」
す
る
〔
過
去
や
未
来
へ
の
執
着
も
す
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
る
こ
と
が
で

き
る
｝　

こ
ん
な
ふ
う
に
、
現
成
で
、
捷
快
い
説
き
方
を
さ
れ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
彼
ら
に
つ
い
て
行
か
ず
に
お
れ
よ
う
か　

こ

の
「
恒
独
一
の
思
想

．
ニ
ー
－
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れ
は
、
逆
に
＝
．
三
九
ば
、
彼
ら
が
、
実
際
に
、
こ
ん
な
ふ
う
に
心
性
の
上
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
［
と

こ
ろ
が
、
今
時
の
学
ぶ
者
た
ち
は
」
自
分
の
中
に
も
、
こ
の
道
理
は
あ
っ
て
、
外
に
求
め
る
必
要
は
無
い
の
だ
し
、
こ
の
心
自
体
に
、

各
々
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
居
場
所
を
見
つ
け
出
す
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
．
、
［
こ
の
点
に
関
し

て
は
一
今
時
の
学
者
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
程
門
の
高
弟
た
ち
で
さ
え
も
、
彼
ら
が
丁
夫
を
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ぐ　

往
々
に
し
て
［
儒
家
と
し
て
］
純
粋
切
実
で
は
な
い
、
（
輔
廣
〉

　

今
之
學
者
往
往
多
蹄
異
教
者
、
何
故　

蓋
為
自
家
這
裏
、
工
夫
有
欠
訣
虐
、
奈
何
透
心
不
下
、
没
理
會
虚　

又
見
自
家
這
裏
、
説
得
來
疏
略
、
無

　
箇
好
薬
方
治
得
他
没
奈
何
底
、
心
　
而
櫛
者
之
説
、
則
以
為
有
箇
悟
門
、
［
朝
入
得
、
則
前
後
際
断
，
説
得
悠
地
見
成
捷
快
、
如
何
不
随
他
去
　
此

　

却
是
他
實
要
心
性
ヒ
理
倉
了
如
此　

不
知
道
自
家
這
裏
有
箇
道
理
、
不
必
外
求
、
而
此
心
白
然
各
止
其
所　

非
濁
如
今
學
者
、
便
是
程
門
高
弟
、

　

看
他
説
那
倣
r
夫
庭
、
往
往
不
精
切
一
二
「
朱
子
語
類
＝
巻
＝
一
六　

中
華
書
局　

＝
．
○
．
．
一
七
百
二

＊
1　

仏
教
徒
が
「
、
心
什
の
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
一
こ
と
に
対
す
る
朱
喜
…
の
評
価
に
つ
い
て
、
未
喜
・
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
述
べ
て
い

る
が
、
例
え
ば
、
一
未
子
語
類
」
巻
一
二
に
、
「
昔
林
父
軒
在
臨
安
、
曾
見
一
僧
與
説
話　

此
僧
出
入
常
頂
一
笠
、
眼
視
不
曾
出
笠
影
外　

某

　
　
　
　

他
ド
面
有
人
、
自
家
上
面
没
人
．
（
－
…
・
彼
ら
仏
教
者
た
ち
に
は
上
と
な
る
自
分
が
あ
っ
て
そ
れ
に
集
中
し
て
い
る
が
、
我
々
儒

者
の
万
は
主
レ
一
な
る
自
分
が
お
留
守
だ
）
＝
＊
訳
は
、
垣
内
景
了
訳
註
『
朱
子
語
類
」
…
訳
註
・
巻
十
一
、　

汲
古
書
院　

二
「
〜
二
◎　

五
一
、
一
百
二

】
あ
る
の
を
参
照

＊
2
　
こ
の
条
の
訳
出
に
当
た
っ
て
は
、
野
口
善
敬
・
廣
田
宗
玄
・
本
多
道
隆
・
森
宏
之
；
朱
了
語
類
＝
巻
二
．
六
「
釈
氏
一
訳
注
［
七
ニ

　

ニ
束
洋
古
典
學
研
究　

第
3
2
集　

．
一
・
．
二
一
年
一
〇
月　

一
四
〇
頁　

廣
田
氏
担
当
」
を
参
考
に
竺
せ
て
い
た
だ
い
た



　

朱
喜
あ
分
析
を
要
約
す
れ
は
、
当
時
の
学
ぶ
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
抱
え
る
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
心
の
．
不
安
を
取
り
除
く
た
め
の

救
済
旧
心
想
や
、
そ
れ
を
支
え
る
堅
固
な
、
㊤
の
哲
学
が
儒
教
内
部
に
は
存
在
し
な
い
た
め
、
自
ら
の
心
の
安
寧
、
も
し
く
は
、
悟
り
〔
所
謂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド　
　

メ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン　

ド　
　

に
ズ

「
前
後
際
断
ご
を
、
仏
教
の
「
現
成
」
で
、
「
捷
快
」
い
頓
悟
門
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、
そ
の
際
、
朱
喜
…
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ

仏
教
の
教
説
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、
「
前
後
際
断
」
の
語
を
挙
げ
、
手
っ
取
り
早
い
悟
り
の
門
を
説
く
発
言
の
中
に
、
「
現
成
」
の
語
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
に
、
注
意
を
喚
起
し
た
ヒ　

．
」
、
先
に
進
み
た
い
、
．

＊　

前
注
に
主
、
げ
た
野
川
善
敬
他
＝
朱
子
諸
類
』
訳
注
の
「
注
」
に
拠
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
現
成
」
の
意
は
、
当
時
の
俗
語
と
し
て
、
「
か
ん
た

，
凡
」
の
意
だ
－
．
一
す
る　

た
だ
、
「
現
成
」
に
は
、
「
現
古
成
就
一
「
現
在
完
成
一
の
意
も
あ
り
、
そ
れ
自
体
、
す
ぐ
れ
て
哲
学
的
位
相
を
持
っ
た

概
念
て
も
あ
る　

明
末
の
、
土
畿
を
代
表
と
す
る
、
所
謂
王
学
左
派
の
良
知
心
学
は
、
良
知
現
成
派
と
も
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
場
合
の
「
、
現

成
一
は
、
後
者
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る　

ま
た
、
朱
喜
…
の
ほ
ぼ
同
時
代
に
、
宋
に
渡
っ
た
道
元
の
「
正
法
眼
蔵
』
の
中
に
も
「
現
成
公
案
」

　

の
＝
草
が
あ
る　

道
．
厄
は
、
朱
…
羅
も
、
そ
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
た
大
慧
宗
呆
の
看
話
禅
⌒
公
案
禅
｝
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
が
、

こ
こ
て
の
一
現
成
一
－
．
一
は
、
一
あ
る
か
た
ち
を
と
っ
て
目
の
前
に
顕
現
す
る
」
の
意
味
を
有
し
、
ま
た
、
「
現
成
公
案
」
と
は
、
「
解
か
れ
る
べ

・一

A
・
、
っ
の
と
し
て
の
難
問
が
か
た
ち
を
と
っ
て
眼
前
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
眼
前
に
現
れ
た
難
問
」
の
意
味
で
あ
っ
た
⌒
以

上
、
頼
住
光
子
「
道
．
兀
の
思
想
一
N
H
K
出
版　

二
〇
一
一　

五
三
頁
）
．
ま
た
、
既
に
、
朱
喜
の
時
代
に
お
い
て
も
、
儒
教
内
部
で
、
「
当

卜
便
是
＝
‘
即
今
自
・
ぱ
こ
を
説
く
陸
九
淵
の
よ
う
な
思
想
家
が
現
れ
て
い
た
一
陸
九
淵
の
「
当
下
便
是
」
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
朱
喜
の
批
判

に
つ
い
て
は
、
拙
諭
＝
‘
当
下
便
是
二
説
は
頓
悟
論
か
」
「
即
今
自
立
の
哲
学
」
研
之
出
版
所
収
を
参
照
一　

そ
れ
ら
の
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ

こ
の
「
現
成
一
も
、　

．
般
的
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
「
現
在
成
就
」
「
現
前
成
就
」
を
説
く
頓
悟
門
の
思
想
を
背
景
に

，
も
ろ
概
念
で
あ
る
と
見
る
こ
し
一
が
之
．
、
き
よ
う　

む
し
ろ
、
朱
喜
は
、
そ
れ
を
敢
え
て
卑
1
6
的
な
意
味
て
使
用
し
、
矯
小
化
す
る
こ
と
で
、
仏

．
ニ
ヒ



東
－

．
．
一
八

教
、
ヒ
リ
わ
け
、
禅
宗
の
頓
悟
思
想
の
価
値
を
低
め
よ
う
と
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
己
、
」
よ
う
．

　

こ
れ
に
対
し
て
、
朱
嘉
の
認
識
は
、
自
分
達
の
儒
教
の
思
想
の
中
に
も
、
そ
う
し
た
「
道
理
」
、
す
な
わ
ち
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
き

心
の
不
安
を
取
り
の
ぞ
き
、
心
の
安
寧
を
確
保
す
る
原
理
は
、
ち
ゃ
ん
と
存
在
し
て
い
る
の
で
、
外
に
求
め
る
必
要
は
無
い
、
と
言
う
も

の
で
あ
っ
た　

更
に
言
え
ば
、
何
よ
り
も
、
自
身
の
三
垣
の
心
」
自
体
に
、
事
物
を
適
確
に
処
理
し
、
な
お
か
つ
、
実
践
主
体
と
し
て
の

自
ら
の
「
心
」
に
ふ
さ
わ
し
い
居
場
所
を
見
つ
け
出
す
力
が
、
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
、

　

以
卜
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
こ
で
朱
喜
…
が
、
仏
教
の
「
心
」
の
哲
学
に
も
匹
敵
し
う
る
も
の
と
し
て
考
え

て
い
た
、
儒
教
思
想
に
お
け
る
「
心
」
の
哲
学
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
心
」
の
修
め
方
に
つ
い
て
で
あ
る
、
た
だ
し
、
こ
こ
で
所
謂

「
心
」
の
哲
学
と
は
、
経
書
に
お
け
る
一
心
一
字
の
訓
詰
学
的
解
釈
学
で
は
な
く
、
実
際
に
活
き
て
働
く
、
こ
の
私
の
「
心
」
を
修
め
る

た
め
の
実
践
哲
学
と
し
て
の
「
心
」
の
哲
学
で
あ
る
．
・
朱
喜
…
の
所
謂
「
道
理
」
、
す
な
わ
ち
、
儒
教
に
お
け
る
「
安
心
立
命
」
を
目
指
す

「
心
‘
の
哲
学
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
．

　
　
　

一　

程
明
道
の
「
慎
独
」
説　
　
　

「
前
後
際
断
」
と
「
純
亦
不
已
」

　

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
、
程
明
道
の
次
の
発
言
で
あ
る
．
・
こ
こ
で
、
程
明
道
は
、
や
は
り
、
仏
者
の
「
前
後

際
断
」
の
語
が
引
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
中
庸
』
の
一
，
純
亦
不
已
」
の
四
文
字
で
受
け
止
め
た
上
で
、
「
聖
人
の
心
」
と
「
天
徳
」
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
、



仏
者
は
「
前
後
際
断
」
と
言
う
が
、
「
純
に
し
て
亦
た
已
ま
な
い
」
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
．
、
彼
ら
は
ど
う
し
て
こ
れ
を
知
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か　

孔
子
は
、
川
の
ほ
と
り
で
、
「
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
、
昼
夜
を
舎
か
ず
」
と
言
わ
れ
た
。
漢
代
以
降
の
儒

者
た
ち
は
、
こ
の
意
味
を
誰
も
理
解
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
聖
人
の
心
が
、
純
一
で
あ
る
と
同
時
に
、
已
ま
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
詩
経
』
に
、
「
維
れ
天
の
命
、
脛
、
穆
と
し
て
已
ま
ず
」
と
あ
る
　
つ
ま
り
、
［
「
巳
ま
な

い
」
こ
と
こ
そ
］
天
が
天
で
あ
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
ー
「
於
乎
、
顕
ら
か
な
ら
ず
や
、
丈
王
の
徳
の
純
な
る
」

と
あ
る
．
、
つ
ま
り
、
「
「
純
」
で
あ
る
こ
と
こ
そ
］
文
王
が
文
で
あ
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
．
純
一
に
し
て
、
同

時
に
、
已
ま
な
い
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
、
天
の
徳
で
あ
る
。
天
の
徳
が
有
っ
て
こ
そ
、
王
道
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

要
は
、
た
だ
「
独
り
を
慎
む
」
こ
と
の
な
か
に
あ
る
。

　
佛
＝
三
別
後
際
断
、
純
亦
不
已
、
是
也
．
彼
安
知
此
哉
。
子
在
川
上
［
口
、
逝
者
如
斯
夫
、
不
舎
書
夜
　
自
漢
以
來
儒
者
、
皆
不
識
此
義
．
此
見
聖
人

　

之
心
純
亦
不
已
也
．
詩
日
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
．
蓋
日
天
之
所
以
爲
天
也
．
、
於
乎
不
顯
、
文
工
之
徳
之
純　

蓋
日
文
王
之
所
以
爲
文
也　

純

　

亦
不
已
、
此
乃
天
徳
也
。
有
天
徳
便
可
語
丁
道
、
其
要
只
在
愼
掲　

（
『
河
南
程
氏
遺
書
」
巻
十
四　

明
道
先
生
語
四　

亥
九
目
過
汝
所
聞
・
劉
絢

　

買
夫
録　
　

．
一
程
集
』
中
華
書
局　

一
四
・
：
首
二

　

一
見
し
て
相
矛
盾
す
る
か
の
よ
・
つ
に
も
思
え
る
、
仏
者
の
「
前
後
際
断
」
の
思
想
と
『
中
庸
』
の
「
純
亦
不
已
」
の
思
想
の
相
同
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ

い
う
、
極
め
て
刺
激
的
で
、
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
程
明
道
の
理
解
の
内
実
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
た
め
、
朱
喜
…
同
様
、
こ
こ

で
は
、
こ
の
問
題
に
は
あ
ま
り
深
入
り
せ
ず
に
、
こ
れ
こ
そ
「
天
徳
」
を
述
べ
た
も
の
と
さ
れ
る
「
純
亦
不
已
」
の
思
想
と
、
末
尾
の

「
慎
独
」
の
工
夫
と
の
関
連
性
に
注
意
を
向
け
て
み
た
い
、

川
不
喜
り
一
慎
独
一
の
思
憩

．
九
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＊　

木
≡
は
、
こ
の
程
明
道
の
言
菓
を
、
一
三
柵
語
集
注
』
と
＝
近
思
録
』
て
引
用
し
て
い
る
が
、
冒
頭
の
一
節
「
佛
言
前
後
際
断
、
純
亦
不
巳
、

　

是
也
．
彼
安
知
此
哉
」
に
つ
い
て
は
、
必
ず
削
除
し
て
載
せ
て
い
る　

こ
の
一
節
の
取
り
扱
い
に
対
し
て
は
、
朱
喜
も
慎
重
を
期
し
て
い
た

　

・　

、
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
上
に
述
べ
た
当
時
の
学
ぶ
者
た
ち
の
風
潮
を
踏
ま
え
、
誤
読
の
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
危
倶
警
戒
の
念
に

　

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
．

　

参
考
の
た
め
に
、
今
、
『
ン
、
柵
語
』
丁
竿
篇
の
、
「
川
上
の
嘆
」

の
注
を
引
い
て
お
く　

ま
ず
は
、
自
身
の
注
と
し
て
、

と
し
て
有
名
な
「
子
在
川
上
日
、
逝
者
如
斯
夫
、
不
舎
書
夜
」
章
の
朱
喜
…

天
地
の
造
化
の
は
た
ら
き
は
、
往
く
も
の
は
過
ぎ
、
来
る
も
の
は
続
い
て
、
一
息
の
問
も
停
止
す
る
こ
と
が
な
い
．
こ
れ
こ
そ
が

「
道
体
の
本
然
」
で
あ
る
，
そ
し
て
、
そ
の
指
さ
し
て
容
易
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
川
の
流
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い

も
の
は
な
い　

だ
か
ら
、
こ
こ
で
言
葉
に
発
し
て
、
人
に
示
し
た
の
で
あ
る
、
学
ぶ
者
が
、
常
時
、
省
察
し
て
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

間
で
も
間
断
し
な
い
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

天
地
之
化
、
往
者
過
、
來
者
績
、
無
一
息
之
停
．
乃
道
題
之
本
然
也
．
．
然
其
可
指
而
易
見
者
、
莫
如
川
流
，
故
於
此
獲
以
示
人　

欲
學
者
時
時
省

　

察
、
而
無
毫
髪
之
閲
断
也
。

と
説
い
た
上
で
、
更
に
、
程
子
の
、
次
の
語
を
引
く
．
．

こ
れ
が
「
道
体
」
で
あ
る
・
、
天
は
運
行
し
て
已
む
こ
と
が
な
い
し
、
太
陽
が
沈
め
ば
月
が
や
っ
て
来
る
し
、
寒
さ
が
過
ぎ
れ
ば
暑
さ



が
や
っ
て
来
る
し
、
水
は
流
れ
て
息
ま
な
い
し
、
物
は
生
ま
れ
て
窮
ま
り
な
い
［
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
］
、
い
ず
れ
も
［
そ
れ
自
体
、

不
可
視
で
、
形
而
上
的
存
在
と
し
て
の
］
道
の
た
め
に
［
可
視
的
な
］
実
体
が
与
え
ら
れ
て
［
具
体
的
・
可
視
的
に
な
っ
て
］
い
る

の
で
あ
る
・
昼
＝
伎
を
分
か
た
ず
運
り
行
己
、
」
、
い
ま
だ
か
つ
て
已
む
こ
と
が
な
い
の
だ
。
こ
の
た
め
、
君
子
は
、
こ
れ
を
模
範
と
し
、

「
頑
張
っ
て
休
む
こ
と
が
な
い
」
な
ら
ば
、
そ
の
行
き
着
く
先
は
、
「
純
一
で
、
し
か
も
、
已
む
こ
と
が
な
い
」
の
で
あ
る
．
、
⌒
＊
訳

出
に
あ
た
っ
て
は
、
木
下
鉄
矢
＝
．
朱
喜
…
再
読
ー
朱
子
学
理
解
へ
の
一
序
説
ー
」
第
三
章
「
與
道
爲
膿
」
を
参
考
に
し
た
］

　

此
道
艦
也
．
天
運
而
不
巳
、
日
往
則
月
來
、
寒
往
則
暑
來
、
水
流
而
不
息
、
物
生
而
不
窮
、
皆
與
道
爲
譜
、
運
乎
書
夜
、
未
嘗
己
也
．
是
以
、
君

　

子
法
之
、
白
強
不
息
、
及
其
至
也
、
純
亦
不
已
焉
．

　

そ
の
後
に
、
「
又
日
一
と
し
て
、
先
の
程
明
道
の
三
口
葉
が
、
「
自
漢
以
来
、
儒
者
皆
不
識
此
義
．
・
此
見
聖
人
之
心
、
純
亦
不
已
也
．
．
純
亦

不
已
、
乃
天
徳
也
．
．
有
天
徳
、
便
可
語
王
道
、
其
要
只
在
謹
独
」
と
要
約
し
て
引
用
さ
れ
、
そ
の
後
に
、
「
愚
按
ず
る
に
」
と
し
て
、

「
此
よ
り
終
篇
に
至
る
ま
で
、
皆
な
、
人
の
学
に
進
ん
で
已
ま
ざ
る
を
勉
む
る
の
辞
な
り
」
と
結
ん
で
い
る
．
「
純
に
し
て
亦
た
已
ま
ざ

る
」
「
天
徳
」
を
「
法
（
模
範
こ
と
し
て
、
人
の
「
学
」
も
「
巳
ま
な
い
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
間
断
す
る
こ
と
な
く
頑
張
り
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
レ
三
口
う
の
だ

　

以
上
、
要
す
る
に
、
仏
教
の
心
の
哲
学
、
更
に
は
、
救
済
論　
　

冒
頭
の
引
用
に
基
づ
け
ば
、
二
前
後
際
断
」
、
「
現
成
」
、
「
捷
快
」
の

語
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
悟
り
」
の
思
想　
　

に
対
抗
す
る
思
想
と
し
て
、
程
明
道
が
洞
察
し
た
「
道
」
の
純
粋
持
続
性
と
、

そ
れ
を
「
法
」
と
し
て
、
人
が
遵
守
体
得
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
朱
喜
…
は
、
儒
教
の
側
の
、
「
此
心
」
の
自
力
救
済
能
力
に
基
づ
く
自
力

主
義
〔
吉
田
公
㍗
一
の
「
心
」
の
哲
学
を
見
出
し
、
更
に
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
「
進
学
」
論
を
説
き
出
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
．

宋
⊥
宮
の
「
恒
独
一
の
田
梧
」

四
一
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一
．

そ
の
際
、
本
論
で
注
目
し
た
い
の
が
、
そ
の
学
の
「
要
」
と
さ
れ
て
い
る
「
慎
独
」
の
工
夫
で
あ
る
、

　

で
は
、
「
慎
独
」
が
な
ぜ
、
「
天
徳
」
を
存
し
、
「
王
道
」
を
語
る
上
で
の
、
工
夫
の
「
要
」
と
さ
れ
る
の
か
。
『
大
学
章
句
』
と
『
中
庸

章
句
』
に
見
え
る
［
慎
独
」
の
語
に
対
す
る
朱
喜
…
の
注
釈
や
解
釈
、
問
答
と
の
議
論
を
手
が
か
り
に
、
「
安
心
立
命
」
の
思
想
と
し
て
の

朱
喜
…
の
「
心
」
の
哲
学
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
．

二　

「
「
大
学
章
句
」
に
見
る
「
慎
独
」
の
思
想

　
　
　

1　
　

「
誠
意
」　
　
　

「
自
」
意
識
上
の
工
夫

『
大
学
章
句
＝
伝
第
六
「
誠
音
ご
章
に
曰
く
、

所
謂
「
其
の
意
を
誠
に
す
一
と
は
、
自
ら
を
欺
く
こ
と
母
き
な
り
。
悪
臭
を
思
む
が
如
く
し
、

れ
自
ら
に
謙
〔
目
廉
）
る
と
謂
う
，
故
に
、
君
子
は
必
ず
其
の
独
り
を
慎
む
な
り
．
、

　

所
謂
誠
其
意
者
、
母
自
欺
也
．
如
悪
悪
臭
、
如
好
好
色
．
，
此
之
謂
自
謙
故
君
了
必
慎
其
燭
也
、
．

好
色
を
好
む
が
如
く
す　

此
れ
を
之

　

…
読
し
た
だ
け
で
、
容
易
に
は
、
そ
の
意
味
と
論
理
的
脈
絡
が
捉
え
に
く
い
文
章
で
は
あ
る
が
、
朱
喜
…
は
、
『
大
学
集
注
』
と
『
大
学

或
問
』
に
お
い
て
、
二
重
、
三
重
に
詳
細
な
注
釈
と
解
説
を
施
し
て
い
る
の
で
、
以
下
、
そ
れ
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
脈
絡
を
追
い
つ

つ
、
そ
の
意
味
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
．



「
意
を
誠
に
す
る
」
レ
ほ
、
自
分
の
身
を
修
め
る
さ
い
の
最
初
の
段
階
で
あ
る
・
「
母
」
は
、
禁
止
の
辞
で
あ
る
、
「
自
ら
欺
く
」
と

い
う
の
は
、
善
を
行
い
、
悪
を
去
る
［
べ
き
］
こ
と
は
知
っ
て
い
な
が
ら
も
、
心
が
発
動
し
た
も
の
に
、
ま
だ
「
実
」
が
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
レ
一
≠
γ
ニ
ロ
う
．
．
「
謙
」
は
、
心
地
よ
い
と
い
う
こ
と
、
飽
き
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
「
独
」
と
は
、
他
人
は
気
付
い
て

い
な
い
が
、
自
分
だ
け
は
気
付
い
て
い
る
領
域
で
あ
る　

つ
ま
り
、
自
分
の
身
を
修
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
善
を
行
い
、
悪
を
去
る

［
べ
吉
、
・
．
こ
と
が
分
か
っ
た
な
ら
ば
、
実
際
に
、
自
分
の
力
を
用
い
て
、
「
自
分
自
身
［
の
心
］
を
欺
く
」
こ
と
を
禁
止
し
、
悪
を
憎

む
と
き
に
は
悪
臭
を
憎
む
よ
う
に
し
、
善
を
好
む
と
き
に
は
好
色
を
好
む
よ
う
に
し
て
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
［
悪
を
一
力
を
尽

く
し
て
き
っ
ぱ
り
除
去
し
、
［
善
を
］
心
か
ら
望
ん
で
必
ず
手
に
入
れ
る
よ
う
に
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分
［
の
心
］
が
快
活

に
な
り
、
［
疾
し
さ
の
な
い
］
充
ち
足
り
た
気
分
に
な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
い
い
加
減
に
や
り
過
ご
し
、
外
に
随
順
し
て
、

「
人
の
為
に
す
る
」
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
、
好
悪
に
「
実
」
が
あ
る
か
、
「
実
」
が
な
い
か
は
、
他
人

に
は
窺
い
知
り
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
自
分
独
り
だ
け
が
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．
だ
か
ら
、
必
ず
、
こ
の
「
独
」
地
に
お
い

て
謹
ん
で
、
そ
の
［
実
か
不
実
か
の
］
分
か
れ
目
〔
「
幾
」
〕
を
審
判
す
る
の
で
あ
る
、

　

誠
其
立
巳
〔
者
、
自
脩
之
首
也　

㍑
者
、
禁
止
之
辞
．
自
欺
云
者
、
知
爲
善
以
去
悪
、
而
心
之
所
獲
有
未
實
也
．
謙
、
快
也
、
足
也
．
．
濁
者
、
人
所
不

　

知
而
己
所
燭
知
之
地
也　

二
〕
欲
自
脩
者
、
知
爲
善
以
去
其
悪
、
則
當
實
用
其
力
、
而
禁
止
其
自
欺
、
使
其
悪
悪
則
如
悪
悪
臭
、
好
善
則
如
好
好
色
、

　

皆
務
決
±
、
而
求
必
得
之
、
以
自
快
足
於
己
、
不
可
徒
苛
且
以
旬
外
而
爲
人
也　

然
其
實
與
不
實
、
蓋
有
他
人
所
不
及
知
、
而
己
掲
知
之
者
．
故

　

必
謹
之
於
此
以
審
其
幾
焉
．

朱
喜
…
は
、
「
誠
意
章
は
二
つ
の
「
自
」
の
字
の
上
に
工
夫
を
用
い
る
」
二
朱
子
語
類
』
巻
十
六　

三
一
三
C
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は

米
喜
の
一
慎
独
」
の
□
相
」

四
三
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ル
．

「
自
」
意
識
が
強
く
意
識
さ
れ
、
強
調
さ
れ
る
，
人
間
の
「
自
」
意
識
を
舞
台
と
し
た
心
の
葛
藤
が
、
こ
こ
で
の
主
題
と
な
る
．
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
コ
ザ
さ
ト　

所
謂
＝
．
つ
の
自
の
字
一
と
は
、
す
な
わ
ち
、
「
自
ら
を
欺
く
⌒
自
分
自
身
を
欺
く
こ
心
と
「
自
ら
に
懐
る
（
自
分
白
身
に
飽
主
、
、
た
る
目
や
ま

し
く
な
い
こ
心
で
あ
り
、
両
者
の
は
ざ
ま
で
天
を
範
と
す
る
人
の
生
き
方
の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．
「
誠
意
」
が
君
子
と
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ　
　

人
の
．
分
か
れ
目
・
．
分
岐
点
、
関
門
レ
ニ
．
日
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

＊　

「
君
了
一
と
「
小
人
一
に
つ
い
て
は
、
「
君
子
小
人
之
分
、
却
在
誠
其
意
処
．
．
」
〔
『
朱
子
語
類
』
巻
十
六　

三
ニ
ヒ
頁
）
、
「
意
之
誠
不
誠
、

直
是
公
私
之
弁
、
君
子
小
人
之
分
一
「
同　

．
．
一
四
三
頁
）
、
「
若
意
不
誠
、
便
自
欺
、
便
是
小
人
・
過
得
這
箇
關
、
便
是
君
子
一
一
同　

．
．
一
四

　

二
百
二
と
言
う
．

　

「
意
」
が
「
誠
」
と
み
な
さ
れ
た
め
の
条
件
は
、
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
一
つ
は

一
つ
は
、
一
・
目
謙
（
兼
一
」
す
る
こ
と
で
あ
る
．
「
実
」
か
「
不
実
」
か
の
別
も
こ
こ
に
あ
る
．

「
自
謙
〔
廉
こ
と
は
「
実
」
で
あ
る
こ
と
を
言
う
．
、

「
自
欺
」
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
も
う

「
自
欺
」
と
は
「
実
」
で
な
い
こ
と
を
、

2　

「
自
欺
」

　

で
は
、
「
誠
意
」
の
敵
で
あ
る
「
自
欺
」
と
は
、
い
か
な
る
、
自
意
識
の
あ
り
よ
う
を
言
っ
た
も
の
か
、
朱
喜
…
は
、
前
引
の
注
に
お
い

て
、
「
「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
の
は
、
「
善
を
行
い
悪
を
去
る
［
べ
き
］
こ
と
は
知
っ
て
い
な
が
ら
も
、
心
が
発
動
し
た
も
の
に
、
ま
だ
実
が

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
こ
と
だ
と
す
る
．
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
心
の
発
動
と
し
て
の
「
意
」
が
一
，
実
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
ま



ず
は
、
「
善
を
行
い
、
悪
を
去
る
［
べ
き
］
」
こ
と
を
「
知
っ
て
い
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
、

そ
の
「
知
」
の
内
容
を
確
実
に
実
行
で
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
本
当
に
心
の
底
か
ら
「
善
を
行
い
、
悪
を
去
る
」
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
．
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
あ
る
行
為
（
と
り
わ
け
道
徳
的
実
践
）
が
確
実
に
、
本
当
に
、
遂
行

さ
れ
た
レ
三
口
わ
れ
る
た
め
に
、
朱
喜
…
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
も
の
は
、
何
で
あ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
．
行
為
の
真
実
性
を
支
え
て
い

る
根
拠
と
は
何
か
、

　

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
知
」
は
、
そ
れ
自
身
に
お
い
て
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
行
」
と
し
て
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ　

果
し
た
時
に
、
は
じ
め
て
、
「
真
」
な
る
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
思
想
で
あ
る
、
、
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
行
為
の
「
，
真
」

も
、
一
．
心
の
発
動
」
と
し
て
の
「
意
」
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
動
機
・
意
図
の
上
に
お
い
て
、
純
粋
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
行
為
は

「
実
・
本
物
二
と
は
言
え
な
い
と
い
う
の
が
、
「
母
自
欺
」
と
い
う
三
文
字
に
込
め
ら
れ
た
含
意
で
あ
る
．
・

＊　

程
伊
川
の
「
真
知
一
の
思
想
が
、
そ
れ
で
あ
る　

「
眞
知
與
常
知
異
、
常
見
一
田
夫
、
曾
被
虎
傷
．
．
有
人
説
虎
傷
人
、
衆
莫
不
驚
、
燭
田
た

色
動
異
於
衆　

若
虎
能
傷
人
、
難
三
尺
童
子
莫
不
知
之
、
然
未
嘗
眞
知　

眞
知
須
如
田
夫
乃
是
、
故
人
知
不
善
而
猶
爲
不
善
、
是
亦
未
嘗
眞

知　

若
眞
知
、
決
不
爲
突
一
二
「
程
氏
遺
書
自
巻
二
上　

『
二
程
集
』

の
発
言
が
見
え
る

＝
ハ
百
C
、
ま
た
、
同
巻
十
八
一
『
二
程
集
一　

一
八
七
頁
）
に
も
同
様

　

そ
の
意
味
で
、
「
意
を
誠
に
す
る
」
と
は
、
つ
ま
り
、
行
為
を
、
そ
の
「
動
機
」
ー
す
な
わ
ち
、

に
ま
で
遡
っ
て
、
誠
実
さ
を
徹
底
さ
せ
る
、
充
実
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

「
意
」

　
　

ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

の
初
動
〔
．
」
あ
る
「
幾
」
ー

朱
≡
の
一
、
摂
独
｝
の
思
相
し

四
五



一
集
ポ
干
，
大
〔
・
・
山
⊥
固
折
口
「
子
か
ぺ
土
・
引
口
紀
萌
女　
　

↑
一
弔

、
］
勺

　

以
上
を
確
認
し
た
ヒ
で
、
再
び
、
朱
喜
…
の
注
釈
に
再
び
戻
る
こ
と
に
し
た
い
、
「
大
学
章
句
』
で
は
、
「
意
を
誠
に
す
る
」
た
め
に
は
、

「
自
欺
」
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
．
再
び
問
う
．
で
は
、
「
自
欺
」
、
す
な
わ
ち
、
「
自
分
自
身
を
欺
く
」
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
自
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ぐ　
　
　
　
　

ホ　

識
の
あ
り
方
、
意
識
の
状
態
を
言
う
の
か
、
注
釈
で
は
、
そ
れ
を
、
「
い
い
加
減
に
や
り
過
ご
し
、
外
に
随
順
し
て
、　

人
の
為
に
す
る
」

よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
．
．
こ
こ
に
所
謂
「
人
の
為
に
す
る
」
と
は
、
三
醐
語
』
憲
問
篇
の
孔
子
の
言
葉
、

「
古
の
学
ぶ
者
は
己
の
為
に
し
、
ム
ノ
の
学
ぶ
者
は
人
の
為
に
す
」
を
踏
ま
え
る
．
他
人
の
視
線
を
強
く
意
識
し
、
他
者
の
賞
賛
の
獲
得
を

意
図
し
た
打
算
的
行
動
に
汲
汲
と
す
る
「
小
人
」
の
立
場
を
言
う
、

＊　

三
、
㎜
語
集
注
」
に
は
、
「
己
の
為
に
す
と
は
、
之
を
己
に
得
ん
と
欲
す
る
な
り
、
人
の
為
に
す
と
は
、
人
に
知
ら
れ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
と

　

い
・
つ
程
子
の
語
を
引
く　

「
己
の
為
に
す
る
」
の
が
君
子
で
、
「
人
の
為
に
す
る
」
の
が
君
子
で
、
そ
れ
は
同
時
に
、
義
の
立
場
と
利
の
立
場

　

の
別
て
も
あ
る
一
『
論
語
』
雍
也
篇
「
君
了
儒
・
小
人
儒
」
章
に
引
く
程
子
・
謝
上
察
の
説
を
参
照
二

「
自
欺
」
に
つ
い
て
は
、　

大
学
或
問
』
の
説
明
が
更
に
詳
し
い
。

．
．
，
，
そ
も
そ
も
、
善
が
本
当
に
好
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
善
を
好
む
に
あ
た
っ
て
、
口
で
は

好
む
と
言
っ
て
も
、
＝
方
で
は
］
そ
れ
を
好
ま
ず
に
、
内
側
で
拒
否
す
る
、
も
う
一
人
の
自
分
を
ま
だ
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
で
い
る
の
だ　

悪
が
本
当
に
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
悪
を
憎
む
に
あ
た
っ
て
、
口
で
は

憎
む
レ
三
口
っ
て
も
、
三
方
で
は
］
そ
れ
を
憎
ま
な
い
で
、
内
側
で
引
き
戻
そ
う
と
す
る
、
も
う
一
人
の
自
分
を
ま
だ
否
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
だ
　
こ
う
し
て
、
ど
う
し
て
も
［
内
心
の
葛
藤
に
決
着
を
付
け
な
い
ま
ま
］
猶
予
す
る
こ
と
で
、
自
分
自



身
を
欺
い
て
し
ま
う
の
一
．
」
、
意
と
し
て
発
動
し
た
も
の
に
誠
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
存
在
し
て
し
ま
・
つ
の
で
あ
る
．
そ
も
そ
も
、
善
を

好
み
な
が
ら
も
、
誠
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
た
だ
単
に
善
を
十
分
行
え
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
逆
に
、
そ
の
［
本
性
と
し
て
の
］
善

を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
し
、
悪
を
憎
み
な
が
ら
も
、
誠
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
た
だ
単
に
悪
を
十
分
に
取
り
去
る
こ

と
が
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
、
そ
の
［
物
欲
の
生
み
出
す
］
悪
を
増
長
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の
だ
．
こ
れ
こ
そ
、
ま

さ
し
く
、
白
害
あ
っ
て
一
利
無
し
で
あ
る
．
．

　

夫
不
知
善
之
眞
可
好
、
則
其
好
善
也
、
難
日
好
之
、
而
未
能
無
不
好
者
以
拒
之
於
内
．
不
知
悪
之
眞
可
悪
、
則
其
悪
悪
也
、
難
日
悪
之
、
而
未
能

　

垣
不
悪
者
以
挽
之
於
中
．
．
是
以
、
不
免
於
筍
焉
以
目
欺
、
而
意
之
所
筏
有
不
誠
者
．
夫
好
善
而
不
誠
、
則
非
唯
不
足
以
爲
善
、
而
反
有
以
賊
乎
其

　

善
、
悪
悪
而
不
誠
、
則
非
唯
不
足
以
去
悪
、
而
適
所
以
長
乎
其
悪
。
是
則
其
爲
害
也
、
徒
有
甚
焉
、
而
何
盃
之
有
哉

　

す
な
わ
ち
、
「
．
自
欺
」
と
は
、
口
で
は
善
を
好
む
と
言
い
な
が
ら
も
、
心
の
底
で
は
、
善
の
実
行
を
拒
否
す
る
、
も
う
一
人
の
自
分
が

い
て
、
善
行
へ
の
一
歩
を
ス
ム
ー
ズ
に
踏
み
出
せ
な
い
で
い
る
状
態
、
あ
る
い
は
、
口
で
は
悪
を
憎
む
と
言
い
な
が
ら
も
、
心
の
底
で
は
、

悪
の
道
へ
と
引
き
戻
そ
う
と
す
る
、
も
う
一
人
の
自
分
が
い
て
、
悪
意
を
心
の
底
か
ら
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
状
態
だ
と
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
．
あ
る
い
は
、
そ
・
つ
し
た
相
矛
盾
す
る
、
二
つ
感
情
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
心
の
葛
藤
状
態
に
、
真
っ
正
面
か
ら
向

き
合
う
こ
と
を
避
け
て
、
そ
れ
を
・
つ
や
む
や
に
や
り
過
ご
し
た
り
、
葛
藤
を
厭
い
、
肉
体
の
安
楽
さ
を
追
求
し
て
止
ま
な
い
利
己
的
欲
望

二
人
欲
之
私
＝
に
、
安
易
に
身
を
任
せ
て
流
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
他
人
の
目
を
意
識
し
て
、
外
の
権
威
や
評
価
に
追
随
・
随
順
二
人

の
為
に
す
る
ご
し
て
、
利
害
打
算
に
奔
っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
悪
の
原
因
と
し
て
の
欲
望
の
付
け
入
る
隙
を
い
よ
い
よ
与
え
て
、

悪
の
芽
を
滋
養
．
増
長
さ
せ
て
、
最
終
的
に
は
、
本
性
と
し
て
の
善
を
見
失
い
損
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
そ
ん
な
自
意
識
の
惰
性

的
、
自
堕
落
的
傾
向
性
を
言
う
・

未
喜
の
一
恒
独
一
η
□
想

四
ヒ
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ま
た
、
朱
喜
…
は
、
次
の
よ
う
に
も
言
っ
て
い
る
、

自
ら
欺
く
の
は
、
「
半
知
半
不
知
」
の
人
で
あ
る
・
．
善
は
私
の
当
然
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十

分
、
そ
れ
を
や
ろ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
．
．
悪
は
為
す
べ
き
で
は
な
い
と
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
、
自
分
の
愛

着
す
る
も
の
に
固
執
し
て
、
そ
れ
を
捨
て
き
れ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
す
な
わ
ち
、
「
自
ら
欺
く
」
で
あ
る
．
．
（
楊
道

夫
）

　

自
欺
是
箇
半
知
半
不
知
底
人　

知
道
善
我
所
當
為
、
却
又
不
十
分
去
為
善
、
．
知
道
悪
不
可
作
、
却
又
是
自
家
所
愛
、
舎
他
不
得　

這
便
是
自
欺
、

　

道
夫　

⌒
『
朱
了
語
類
』
巻
「
六　

三
二
七
百
二

　

要
す
る
に
、
「
自
ら
を
欺
く
」
人
と
い
う
の
は
、
「
半
知
半
不
知
」
、
す
な
わ
ち
、
「
生
半
可
に
し
か
、
も
の
の
道
理
を
分
か
っ
て
い
な

い
」
人
の
こ
と
で
あ
る
．
．
何
が
善
で
、
何
が
悪
か
、
道
理
の
在
処
は
、
一
応
は
頭
で
は
理
解
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
理
解
の
仕
方
が
中

途
半
端
、
つ
ま
り
、
何
故
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
そ
の
根
源
来
所
に
ま
で
遡
っ
て
、
本
当
に
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
、
行
動

二
知
」
の
実
現
）
に
ま
で
真
っ
直
ぐ
に
、
逡
巡
・
躊
躇
な
く
進
む
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
自
ら
の
「
知
」
の
判
断
に
我
が
身
を
ま
る
ご

と
委
ね
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
ず
に
、
結
果
と
し
て
、
自
分
の
「
愛
着
」
、
端
的
に
、
欲
望
に
身
を
任
せ
て
、
安
楽
に
流
れ
て
、
悪
念
・

邪
念
．
妄
念
を
断
ち
切
れ
な
い
で
い
る
人
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
要
は
、
道
理
の
認
識
（
知
）
よ
り
も
、
肉
体
の
欲
望
（
欲
）
が
勝

っ
て
、
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、
「
自
欺
」
と
い
う
心
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
、
・
そ
し
て
、
そ
の
弊
害
の
行
き
着
く
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ　

ろ
は
、
小
人
を
越
え
て
、
禽
獣
に
ま
で
至
る
、
と
朱
喜
…
は
考
え
て
い
た
．
．



＊
　
『
中
庸
或
問
＝
に
は
、
一
日
用
之
間
、
須
史
之
頃
、
持
守
丁
夫
］
有
不
至
、
則
所
謂
不
可
離
者
、
難
未
嘗
不
在
我
、
而
人
欲
間
之
、
則
亦
判

然
二
物
而
不
相
管　

．
是
則
難
日
有
人
之
形
、
而
其
違
禽
獣
也
何
遠
哉
．
．
是
以
君
子
戒
愼
乎
其
目
之
所
不
及
見
、
恐
灌
乎
其
耳
之
所
不
及
聞
、

瞭
然
、
㊤
目
之
間
、
常
若
見
其
不
可
離
者
、
而
不
敢
有
須
萸
之
間
以
流
於
人
欲
之
私
、
而
階
於
禽
獣
之
域
．
、
一
と
あ
る

3　

「
自
懐
」

　

そ
し
て
、
意
が
「
誠
」
で
あ
る
こ
と
の
も
う
一
つ
の
条
件
と
し
て
の
「
自
謙
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
「
謙
」
は
、
「
嫌
」
に
同
じ
で
、

「
快
（
快
活
二
、
「
足
（
満
足
．
充
足
二
の
意
だ
と
し
た
上
で
、
『
大
学
章
句
」
の
説
く
「
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
し
、
好
色
を
好
む
が
如
く

す
」
に
基
づ
い
て
、
「
悪
を
憎
む
と
き
に
は
悪
臭
を
憎
む
よ
う
に
し
て
、
善
を
好
む
と
き
に
は
好
色
を
好
む
よ
う
に
し
て
、
い
ず
れ
の
場

合
で
も
、
［
悪
を
］
力
を
尽
く
し
て
き
っ
ぱ
り
除
去
し
、
［
善
を
］
心
か
ら
望
ん
で
必
ず
手
に
入
れ
る
よ
う
に
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自

分
「
の
心
］
が
快
活
に
な
り
、
［
疾
し
シ
↓
あ
な
い
］
充
ち
足
り
た
気
分
に
な
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
結
果
と
し

て
、
そ
れ
を
行
、
つ
こ
と
が
、
苦
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
「
快
活
」
「
快
適
」
さ
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
、
朱
喜
…

は
、
「
表
裏
一
如
＝
二
心
」
が
無
い
こ
と
だ
と
言
う
ー
、

「
自
ら
に
椴
れ
」
ば
［
心
は
一
一
つ
で
あ
る
が
、
「
自
ら
欺
け
」
ば
［
心
は
］
二
つ
で
あ
る
．
「
自
ら
に
嫌
る
」
者
は
、
外
面
は
こ
ん

な
ふ
う
で
あ
れ
ば
、
内
心
も
や
は
り
こ
ん
な
ふ
う
で
あ
り
、
表
裏
一
体
へ
裏
表
が
無
い
の
）
で
あ
る
．
「
自
ら
を
欺
く
」
者
は
、
外
而

は
こ
ん
な
ふ
う
に
行
っ
て
い
て
も
、
内
心
で
は
、
そ
の
実
、
い
さ
さ
か
そ
れ
を
願
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
，
外
面
は
と
り
あ
え

ず
人
が
評
価
し
て
く
れ
る
こ
と
を
求
め
て
［
そ
う
し
て
］
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
　
こ
れ
こ
そ
二
心
で
あ
り
、
ば
流
ピ
偽
と
の
分
か
れ

朱
壼
、
の
一
．
填
独
」
の
思
想

四
九
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第
二
十
号

目
で
あ
る
．
⌒
沈
個
一

　

自
廉
則
一
、
自
欺
則
二
，
自
様
者
、
外
面
如
此
、
巾
心
也
是
如
此
、
表
裏
一
般
、

　

人
道
好　

只
此
便
是
二
、
心
、
誠
偽
之
所
由
分
也
．
」
澗
．
⌒
『
朱
子
語
類
』
巻
十
六

頁

自

欺
者

外
面
如

此
倣

五
⌒
．

中
心
其
實
有
些
子
不
願　

外
面
且
要

　

つ
ま
り
、
「
誠
」
と
「
偽
一
、
「
実
」
と
一
不
実
」
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
こ
そ
、
行
為
の
内
的
自
足
（
自
己
充
足
）
性
、
そ
し
て
、
快
舌

性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、
「
二
心
」
、
す
な
わ
ち
、
内
心
の
分
裂
、
矛
盾
・
背
反
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
葛
藤
・
欺
購
が
消
滅
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
，
心
の
快
活
さ
．
そ
し
て
、
内
心
の
疾
し
さ
・
後
ろ
め
た
さ
の
無
い
こ
と
に
よ
る
、
心
の
充
足
感
・
充
実

感
．
．
良
心
の
呵
責
の
な
い
心
的
状
態
．
『
中
庸
章
句
』
卒
章
に
所
謂
「
内
に
省
み
て
疾
し
か
ら
ず
し
て
、
志
に
悪
む
こ
と
無
き
丙
省
不
疾
、

無
悪
於
志
こ
意
識
状
態
で
あ
る　

呆
喜
ば
、
「
疾
、
病
也　

無
悪
於
志
、
猶
言
無
偲
於
心
」
と
三
弓
つ
〉
誠
実
で
あ
る
こ
と
は
、
心
の
快
活
さ
を

も
た
す　

何
も
の
に
も
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
、
公
明
正
大
な
意
識
状
態
、
そ
れ
が
、
心
が
誠
で
あ
る
こ
と
の
証
し
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ

る
、

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
何
も
の
に
も
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
、
心
の
「
誠
実
」
さ
が
本
物
で
あ
る
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
そ
の

真　

偽
を
知
り
得
る
の
も
、
や
は
り
、
自
分
自
身
だ
け
で
あ
る
．
人
は
、
そ
の
動
機
が
不
純
で
あ
る
と
自
覚
し
な
が
ら
も
行
っ
た
こ
と
に
、

他
人
か
ら
感
謝
感
激
支
、
」
れ
て
、
白
ら
を
省
み
て
恥
じ
入
る
こ
と
が
あ
る
．
他
人
は
、
外
側
か
ら
、
そ
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
．
あ
る
人
の
行
っ
た
行
為
の
原
動
力
と
し
て
の
「
意
」
の
善
悪
、
す
な
わ
ち
、
真
に
天
理
の
本
然
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
、
あ

る
い
は
、
利
害
打
算
の
私
欲
に
山
来
す
る
も
の
な
の
か
、
「
己
の
為
に
す
る
」
も
の
な
の
か
、
「
人
の
為
に
す
る
」
も
の
な
の
か
は
、
結
果

と
し
て
の
、
上
辺
の
行
為
を
見
た
だ
け
で
は
判
別
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
問
題
に
す
る
の
は
、
儒
教
の
立
場
が
、
結
果
主
義
で
は

な
く
、
動
機
主
義
、
行
為
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
動
機
が
善
意
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
、
真
に
善
な
る
行
為
だ
と
見
な



し
う
る
と
い
う
思
想
に
根
を
持
つ
．
．
「
誠
意
」
の
思
想
は
、
ま
さ
に
、
行
為
の
動
機
二
幾
一
の
動
き
初
め
）
に
お
け
る
「
意
」
の
真
実
性
、

純
一
無
雑
性
を
重
ん
じ
る
思
想
で
あ
る
・
．
そ
し
て
、
そ
の
動
機
の
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
、
「
意
」
の
初
動
と
し
て
の
「
幾
」
に
ま
で
遡
っ

て
、
「
意
」
の
純
一
無
雑
性
を
徹
底
的
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
工
夫
が
、
「
慎
独
」
で
あ
る
．
．

　
　
　
　
　

4　
　

「
慎
独
」
と
「
独
」

　

こ
こ
に
お
い
て
、
「
独
を
慎
む
」
こ
と
が
、
「
誠
意
」
の
功
夫
と
し
て
説
き
出
さ
れ
る
．
朱
喜
…
は
、
「
答
胡
季
随
第
四
書
」
二
朱
子
丈
集
』

巻
五
士
．
一
「
朱
子
全
書
」
試
拾
式
冊　

二
五
ご
八
頁
）
に
お
い
て
、
先
に
挙
げ
た
「
大
学
』
卒
章
の
「
内
省
不
疾
、
無
悪
於
志
」
は
「
慎
独
」

を
述
べ
た
も
の
だ
と
三
口
っ
て
い
る
⌒
陳
來
氏
に
拠
れ
ば
、
こ
の
書
簡
は
淳
肥
…
十
＝
．
年
、
一
一
八
六
年
の
も
の
で
あ
る
・
．　

朱
子
書
信
編
年
考
証
』
増
訂

本　

二
r
・
◎
ヒ
年　

朱
喜
…
は
、
先
に
引
い
た
注
の
中
で
、
「
そ
こ
に
実
が
あ
る
か
、
実
が
な
い
か
は
、
他
人
が
窺
い
知
り
え
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
自
分
独
り
だ
け
が
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．
だ
か
ら
、
必
ず
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
謹
ん
で
、
そ
の
分
か
れ
目
〔
幾
）
を
審
か

に
す
る
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
・
「
幾
」
と
は
、
分
か
れ
目
、
分
岐
点
．
つ
ま
り
、
そ
の
「
意
」
が
「
実
」
で
あ
る
か
「
、
不
実
」
で

あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
「
善
」
で
あ
る
か
「
悪
〔
不
善
こ
で
あ
る
か
、
「
天
理
」
の
発
動
で
あ
る
か
「
人
欲
」
の
発
動
で
あ
る
か
、
そ

の
分
か
れ
目
を
、
そ
の
「
独
」
地
、
す
な
わ
ち
、
他
人
が
外
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
自
分
だ
け
は
知
る
こ
と
の
で
き
る
、

「．

H
隠
⌒
心
の
内
奥
こ
に
お
け
る
、
心
の
発
動
と
し
て
の
「
意
」
の
端
緒
、
更
に
そ
の
「
微
細
な
兆
し
へ
幾
こ
の
場
に
お
い
て
、
し
っ
か

り
と
審
察
明
弁
」
、
不
純
な
要
素
を
徹
底
し
て
、
洗
い
ざ
ら
え
取
り
除
く
の
が
、
「
慎
独
」
の
工
夫
だ
と
言
う
の
で
あ
る
、

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
、
大
学
或
問
』
で
、
更
に
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
，
長
い
の
で
、
二
段
に
分
け
て
見
て
い
き
た
い
．

一
慎
独
」
の
思
想

五
．



第　
　
　

ー
ウ

h
．

【
二
大
学
の
教
え
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
格
物
致
知
の
条
目
か
ら
始
め
て
、
そ
の
心
の
能
力
を
発
揮
し
て
、
そ
の
善
悪

の
在
り
か
と
、
そ
れ
を
好
悪
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
と
を
し
っ
か
り
と
識
別
さ
せ
た
，
こ
こ
に
き
て
、
再
び
「
必
ず
そ
の
意
を
誠

に
す
る
」
と
い
う
説
を
進
め
て
い
る
の
は
、
更
に
一
層
、
［
他
人
の
目
の
届
か
な
い
］
幽
独
で
隠
微
で
あ
る
奥
深
い
と
こ
ろ
⊂
に
お

け
る
意
念
を
動
き
一
を
慎
重
に
扱
う
こ
と
で
、
い
い
加
減
に
や
り
過
ご
そ
う
と
し
た
り
、
自
分
を
誤
魔
化
そ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と

を
、
そ
の
萌
芽
の
段
階
で
禁
止
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
た
め
で
あ
る
．
．

　

爲
人
學
之
教
、
而
必
首
之
以
格
物
致
知
之
目
、
以
開
明
其
心
術
、
使
既
有
以
識
夫
善
悪
之
所
在
與
其
可
好
可
悪
之
必
然　

，
至
此
而
復
進
之
以
必

　

誠
其
意
之
説
焉
、
則
又
欲
其
謹
之
於
幽
揚
隠
微
之
奥
、
以
禁
止
其
荷
且
・
目
欺
之
萌

　

ま
ず
、
「
誠
音
ご
に
先
立
つ
「
格
物
致
知
一
の
段
階
で
、
「
心
術
（
心
の
能
力
こ
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
せ
て
、
「
善
悪
の
在
り
か
」
、
す

な
わ
ち
、
何
が
善
で
、
何
が
悪
か
と
い
う
こ
と
と
、
「
好
む
べ
き
、
悪
む
べ
き
の
必
然
」
性
、
す
な
わ
ち
、
善
が
好
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、

悪
が
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
理
由
と
を
識
得
認
知
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
る
、
い
わ
ば
、
こ
こ
に
所
謂
「
善
悪

の
在
り
か
」
レ
一
は
、
所
謂
「
其
然
」
・
「
所
当
然
の
則
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
好
む
べ
き
、
悪
む
べ
き
の
必
然
」
と
は
、
所
謂
「
所
以

然
」
．
「
所
以
然
の
理
」
で
あ
る
．
・
更
に
言
え
ば
、
理
の
「
粗
」
の
側
面
と
「
精
」
の
側
面
を
言
う
．
、
人
は
、
こ
の
理
の
「
精
」
な
る
側
面

を
知
る
こ
－
レ
一
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
そ
の
「
知
」
は
完
成
す
る
、
す
な
わ
ち
、
「
知
が
至
る
」
の
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
「
知
至
る
一
は
、

必
ず
し
も
、
「
致
知
格
物
」
の
段
階
で
完
成
し
、
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
「
誠
意
」
の
段
階
ま
で
先
送
り
さ
れ
、
「
意
が
誠
に
な

ハ．

ｽ
」
段
階
で
は
じ
め
て
、
そ
の
完
成
を
見
る
の
で
あ
る
－
前
出
の
「
半
知
半
不
知
」
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
理
」
の
「
粗
」
な
る
側

面
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
「
精
」
な
る
側
面
に
ま
で
は
、
「
知
」
が
行
き
届
い
て
い
な
い
こ
と
を
言
う
、
つ
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

意
に
「
実
」
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
故
に
、
そ
の
間
隙
に
乗
じ
て
欲
望
が
紛
れ
込
む
が
、
そ
れ
を
抑
止
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
利
害



打
算
の
意
識
で
惰
性
的
に
行
動
し
て
し
ま
・
つ
の
で
あ
る
．
、
「
意
」
の
初
動
の
と
こ
ろ
で
不
純
な
る
要
素
が
入
り
込
み
、
心
を
間
違
っ
た
方

向
に
誘
導
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
．
そ
れ
故
に
、
「
誠
意
」
の
段
階
に
お
い
て
、
「
意
」
の
不
実
性
を
精
査
し
、
そ
の
要
因
を
取
り
除
い
て
、

意
を
「
実
一
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
知
」
の
「
行
」
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
展
開
・
着
地
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
あ
り
、
そ
の
為
の
功
夫
が
「
慎
独
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
「
誠
意
」
章
に
つ
い
て
、
門
人
と
の
問
に
交
わ
さ
れ
た
、
次
の
問
答
を
参
照
．
、

朱
喜
…
　
こ
の
［
誠
意
の
］
関
門
を
通
り
過
ぎ
て
こ
そ
、
道
理
の
理
解
の
し
か
た
が
堅
固
に
な
る
．
．
」

或
る
人
「
ほ
ん
の
わ
ず
か
〆
．
」
も
自
分
自
身
を
欺
く
こ
と
が
無
く
な
っ
て
こ
そ
、
自
分
自
身
に
飽
き
た
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
し
、
必

ず
十
分
に
自
分
自
身
に
飽
き
た
る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
自
分
自
身
を
欺
か
ず
に
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
．
だ
か
ら
、
「
君
子
は
必
ず

独
を
慎
む
』
の
で
あ
る
」

朱
喜
二
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
，
、
し
か
し
な
が
ら
、
『
其
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
知
を
致
す
」
の
で
あ
る
、
知

力
も
し
ま
だ
至
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に
で
き
よ
う
か
・
思
う
に
、
物
が
格
り
、
知
が
至
る
と
い
う

段
階
に
な
る
ヒ
、
も
う
意
は
、
八
、
九
割
が
た
は
誠
な
の
で
あ
る　

ほ
か
で
も
な
い
、
さ
ら
に
そ
の
上
で
、
兵
を
用
い
て
、
外
敵
を

防
御
す
る
時
の
よ
う
に
、
［
慎
重
に
］
省
察
す
る
の
で
あ
る
，
す
な
わ
ち
、
外
敵
を
、
す
っ
か
り
全
滅
し
て
L
ま
っ
た
と
思
っ
て
い

て
も
、
そ
れ
で
も
ま
だ
林
や
谷
や
草
む
ら
の
間
に
、
ご
く
わ
ず
か
な
が
ら
身
を
潜
め
て
い
る
者
が
い
る
や
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、

人
〔
を
盗
ん
で
害
を
な
す
や
も
し
れ
な
い
、
と
心
配
し
て
、
念
に
は
念
を
入
れ
て
探
し
回
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
て
あ
る
、

　

間　
　
　
　
　
　

口
「
過
此
關
、
万
得
道
理
牢
固
」
或
．
ム
「
須
無
一
毫
自
欺
、
方
能
自
懐　

必
十
分
自
廉
、
方
能
不
自
欺
、
故
君
r
必
慎
掲
」

　

U
「
固
是　

然
「
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
三
知
若
未
至
、
何
由
得
如
此
．
．
蓋
到
物
格
、
知
至
後
、
已
是
意
誠
八
九
分
了
．
只
是
更
就
上
面
省

朱
、
尾
の　

恒
力　

の
思
坦



五
四

寂
小
、
如
用
丘
ハ
御
六
冠
、

六　
　

一
二
．
二
二
百
二

冠
錐
口
蓋
勇
除
．
ー
、
猶
恐
林
谷
草
萎
問
有
小
小
隠
伏
者
、
或
能
間
出
為
害
、
更
富
捜
過
始
得　
　

鉄
．
二
「
朱
子
語
類
』
巻
十

　

朱
喜
…
は
、
こ
こ
で
、
「
慎
独
」
を
、
戦
場
に
お
い
て
草
む
ら
に
潜
む
敵
兵
の
徹
底
的
な
駆
除
鐵
滅
に
警
え
て
、
心
の
発
動
と
し
て
の

「
意
」
に
お
け
る
不
純
な
要
素
の
絶
滅
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
、
こ
の
徹
底
性
こ
そ
が
命
運
を
左
右
す
る
こ
と
を
説
い
て
や
ま
な
か
っ

た
．

　

そ
し
て
、
徹
底
性
と
と
も
に
必
要
な
の
は
、
何
よ
り
も
、
そ
の
行
為
の
動
機
の
不
純
性
・
不
実
性
を
、
そ
の
発
動
の
端
緒
、
「
意
」
の

歯
車
が
動
き
出
す
瞬
間
、
す
な
わ
ち
、
「
幾
」
の
初
発
・
初
動
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
隈
無
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
い
っ
さ
い
の
暖
味
さ
⌒
「
荷

日
」
二
や
誤
魔
化
し
二
‘
自
欺
」　

を
、
そ
の
萌
芽
の
段
階
で
禁
圧
す
る
こ
と
で
あ
る
．
「
慎
独
」
の
功
夫
の
ポ
イ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
詳
細
に
説
い
た
の
が
、
「
大
学
或
問
』
の
、
続
く
一
段
で
あ
る
、

【
二
】
そ
し
て
、
な
べ
て
、
そ
の
心
が
発
動
し
た
も
の
が
、
も
し
善
を
好
む
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
内
か
ら
外
ま
で
、
こ
れ
っ

ほ
ち
も
好
ま
な
い
こ
と
が
無
い
よ
う
に
し
、
も
し
悪
を
憎
む
と
言
・
つ
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
内
か
ら
外
ま
で
、
こ
れ
っ
ほ
ち
も
憎
ま
な

い
こ
と
は
な
い
よ
う
に
す
る
の
だ
，
そ
も
そ
も
善
を
好
み
な
が
ら
も
、
そ
の
中
に
好
ま
な
い
要
素
が
［
微
塵
も
］
無
か
っ
た
な
ら
ば
、

そ
の
好
む
こ
と
は
、
正
真
正
銘
、
「
好
色
を
好
む
」
と
き
の
よ
う
に
、
［
純
粋
に
］
自
分
の
H
の
快
楽
を
求
め
る
た
め
だ
け
［
に
好
ん

で
い
る
の
］
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
他
人
の
為
に
好
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
悪
を
憎
み
な
が
ら
も
、
そ
の
中
に
憎
ま
な
い

要
素
が
「
微
塵
も
］
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
憎
む
こ
と
は
、
正
真
正
銘
、
「
悪
臭
を
憎
む
」
と
き
の
よ
う
に
、
［
純
粋
に
］
自
分
の

鼻
を
満
足
シ
こ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
だ
け
［
に
憎
ん
で
い
る
の
］
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
他
人
の
為
に
憎
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の



だ
．
発
動
し
た
も
の
の
誠
実
さ
（
純
一
無
雑
性
）
が
、
す
で
に
こ
ん
な
ふ
う
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
間
の
、
芥
子
粒

の
よ
う
に
微
か
な
動
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
一
念
一
念
、
互
い
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
て
、
そ
の
上
、
決
し
て
少
し
も
途
切
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
内
も
外
も
明
々
白
々
と
し
、
表
も
裏
も
澄
み
切
っ
て
、
心
は
あ
ま
ね
く
正
し
く
、
身
は
あ
ま
ね
く
修
ま
る
。

　

而
凡
其
心
之
所
装
、
如
日
好
善
、
則
必
由
中
及
外
、
無
一
毫
之
不
好
也
、
如
日
悪
悪
、
則
必
由
中
及
外
無
一
毫
之
不
悪
也
．
夫
好
善
而
中
無
不
好
、

　

則
是
其
好
之
也
如
好
好
色
之
眞
、
欲
以
快
乎
己
之
目
、
初
非
爲
人
而
好
之
也　

悪
悪
而
中
無
不
悪
、
則
是
其
悪
之
也
如
悪
悪
臭
之
眞
、
欲
以
足
乎

　

己
之
鼻
、
初
非
爲
人
而
悪
之
也　

所
護
之
實
、
既
如
此　

、
而
須
輿
之
頃
、
繊
芥
之
微
、
念
念
相
承
、
又
無
敢
有
少
聞
断
焉
、
則
庶
乎
内
外
昭

　

融
、
表
裏
澄
激
、
而
心
無
不
正
、
身
無
不
脩　

。

　
［
誠
意
」
の
功
夫
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ほ
徹
底
性
、
②
充
実
性
、
そ
し
て
、
亘
持
続
性
で
あ
る
．
・
一
ロ
一
の
徹
底
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

は
、
既
に
述
べ
た　

．
ウ
一
．
充
実
性
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
、
朱
喜
…
は
、
「
好
む
．
・
／
悪
む
」
と
い
う
意
念
の
発
動
に
お
い
て
、
そ
の
「
分
数
」
が

十
割
に
な
る
こ
と
を
求
め
る　

九
割
九
分
九
厘
九
毫
、
「
好
み
、
・
憎
み
」
、
あ
と
の
一
毫
だ
け
「
好
ま
な
い
・
憎
ま
な
い
」
意
念
が
含
ま
れ

る
だ
け
で
も
、
そ
れ
は
「
自
分
を
欺
い
て
い
る
」
こ
と
で
あ
り
、
意
が
「
不
実
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
う
二
倣
九
分
九
董
九
毫

要
為
善
、
只
那
一
毫
不
要
為
底
、
便
是
自
欺
、
便
是
意
不
實
突
．
」
『
朱
子
語
類
』
巻
十
八　

四
二
三
百
二
、
人
が
、
本
当
に
「
好
色
を
好
み
＝
、
悪
臭

を
悪
む
」
時
の
意
識
の
状
態
と
は
、
表
裏
内
外
一
体
で
、
そ
の
聞
に
、
不
純
な
要
素
は
微
塵
も
な
い
．
し
か
も
、
そ
れ
は
誰
の
為
で
も
な

い
．
他
人
の
耳
目
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
そ
・
つ
す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
、
純
粋
に
、
自
分
自
身
の
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
だ
け

が
目
的
の
自
己
日
的
的
、
自
己
完
結
的
な
行
為
で
あ
る
．
．
そ
れ
が
も
た
ら
す
意
識
状
態
が
、
す
な
わ
ち
、
「
自
謙
ぼ
）
」
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
、
「
自
ら
を
欺
く
」
こ
と
の
な
い
、
百
％
、
意
が
「
実
」
で
あ
る
状
態
な
で
あ
る
．
．
こ
う
し
た
意
識
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
そ

こ
に
は
、
も
は
や
不
純
な
要
素
（
不
善
一
が
入
り
込
む
余
地
は
一
切
な
く
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
，

　
　
　

ポ
喜
の
一
恒
独
一
の
思
想　
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ユ」

」1

＊　

7
目
欺
、
只
是
自
欠
．
ー
分
敷　

恰
如
淡
底
金
、
不
可
不
謂
之
金
、

　

欺
、
是
自
欠
了
言　

分
敷　

二
「
朱
子
語
類
』
巻
十
六　

三
一
．
一
七
百
二
．
、

　

版
の
一
八
六
頁
を
参
照

只
是
欠
．
ー
分
敷
．
如
為
善
、
有
八
分
欲
為
、
有
雨
分
不
為
、
此
便
是
自

「
分
数
一
に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
雄
『
「
未
．
＋
語
類
」
抄
＝
講
談
社
文
庫

ま
た
、
「
誠
意
」
に
求
め
ら
れ
る
「
意
」
の
徹
底
性
・
充
実
性
の
効
能
に
つ
い
て
、
次
の
発
言
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う

知
が
至
っ
て
、
意
が
誠
に
な
る
の
は
、
凡
と
聖
と
が
分
岐
す
る
「
關
艦
（
決
定
的
な
転
換
点
）
」
で
あ
る
．
ま
だ
こ
の
関
門
を
越
え
な

い
・
つ
ち
は
、
小
さ
な
善
が
有
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
黒
の
中
の
白
＝
点
］
に
す
ぎ
な
い
［
の
で
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
］
．
こ
の

関
門
を
越
え
て
し
ま
う
と
、
小
さ
な
過
失
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
白
の
中
の
黒
二
点
］
で
あ
る
［
の
で
、
す
ぐ
に
目
立

2　

こ
の
関
門
を
越
え
た
こ
と
で
、
ま
さ
し
く
努
力
し
て
進
歩
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
、
蕩
道
大
・

　

知
至
意
誠
、
是
凡
聖
界
分
閲
縢　

未
過
此
關
、
難
有
小
善
、
猶
是
黒
中
之
白　

已
過
此
關
、
雌
有
小
過
、
亦
是
白
中
之
黒
．
過
得
此
關
、
正
好
著

　
力
進
歩
也
．
道
夫
　
⌒
「
朱
子
語
類
］
巻
十
五
　
二
九
九
百
e

　

「
關
艦
」
と
は
、
「
漢
語
大
詞
典
』
に
拠
れ
ば
、
「
決
定
的
な
作
用
を
引
き
起
こ
す
転
折
点
」
を
言
う
．
・
つ
ま
り
、
意
が
「
誠
」
で
あ
る

か
ど
う
か
の
違
い
が
、
凡
人
と
聖
人
と
分
け
る
決
定
的
な
転
換
点
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
、
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
、
朱
喜
…
は
、
黒
い

ト
地
の
上
の
白
い
点
は
目
に
つ
き
に
く
い
が
、
白
い
下
地
の
上
の
一
点
の
里
…
は
目
立
ち
や
す
い
、
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
拠
れ

ば
、
「
誠
意
」
の
前
後
に
お
い
て
は
、
意
の
基
体
と
し
て
の
心
そ
の
も
の
が
本
質
的
・
根
源
的
に
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
分
か
る
・



　

そ
の
変
貌
が
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
次
に
挙
げ
る
顔
子
の
例
か
ら
も
、
よ
く
窺
い
知
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う　

問

人
の
楊
至
〔
字
は
至
之
一
が
、
張
横
渠
の
「
始
學
之
要
、
當
知
三
月
不
違
、
與
日
月
至
焉
、
内
外
賓
主
之
辮
、
使
心
意
勉
勉
循
循
而
不
能

已　

過
此
幾
非
在
我
者
⌒
始
學
の
要
は
、
當
に
「
三
月
違
わ
ず
」
と
「
日
月
に
至
る
」
と
、
内
外
賓
主
の
弁
を
知
り
、
心
意
を
し
て
勉
勉
循
循
と
し
て

巳
む
ニ
ヒ
能
わ
ざ
ら
し
む
べ
し　

此
を
過
く
れ
ば
幾
ど
我
に
在
る
者
に
非
ず
こ
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
．

例
え
ば
、
家
屋
を
例
に
す
れ
ば
、
『
三
月
違
わ
ず
　
と
は
、
［
も
と
も
と
主
人
で
あ
る
］
心
が
常
に
家
の
「
内
』
に
い
る
状
態
で
、
時

た
ま
出
か
け
る
こ
と
が
有
っ
て
も
、
結
局
、
外
に
い
る
の
は
落
ち
着
か
な
い
の
で
、
出
か
け
れ
ば
す
ぐ
に
内
に
戻
っ
て
く
る
［
の
に

似
て
い
る
］
．
．
と
い
う
の
も
、
心
は
家
の
中
の
方
が
落
ち
着
く
か
ら
だ
．
だ
か
ら
、
『
主
」
で
あ
る
．
『
日
月
至
る
』
と
は
、
［
も
と
も

と
、
王
人
で
あ
る
は
ず
の
］
心
が
常
に
『
外
』
に
出
て
い
る
状
態
で
、
時
た
ま
家
に
戻
る
時
が
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
家
の
中
に

い
る
と
落
ち
着
か
な
い
の
で
、
帰
っ
て
も
す
ぐ
に
出
か
け
る
［
の
に
似
て
い
る
］
、
と
い
う
の
も
、
心
は
外
の
方
が
落
ち
着
く
か
ら

だ　

だ
か
ら
、
「
賓
（
客
二
で
あ
る
．
・
『
日
に
至
る
』
と
は
、
一
日
に
一
回
、
こ
こ
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
、
、
「
月
至
る
一
と
は
、

一
月
に
【
山
、
こ
こ
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
．
外
か
ら
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
、
『
違
わ
ず
』
と
は
、
心
が
常
に
こ
こ
に
あ
る

状
態
で
あ
る
．
二
日
月
至
る　

と
は
、
時
に
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
．
こ
れ
は
、
他
で
も
な
い
、
知
に
は
至
る
の
と
ま

だ
至
ら
な
い
の
と
が
有
り
、
意
に
は
誠
で
あ
る
の
と
未
だ
誠
で
な
い
の
と
が
有
る
［
よ
う
な
も
の
だ
］
」
知
が
至
る
と
、
強
制
し
て

不
善
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
や
は
り
行
わ
な
い
．
知
が
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
と
、
行
わ
な
い
よ
う
に
強
迫
し
て
も
、
こ
の
意
は

結
局
ほ
と
ば
し
り
出
て
く
る
．
だ
か
ら
、
す
っ
き
り
と
分
か
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
．
［
そ
う
す
れ
ば
］
心
意
は
自
ら
努
力
し
て
順

を
追
っ
て
進
み
、
已
め
よ
う
と
思
っ
て
も
已
め
ら
れ
な
い
．
．
『
此
を
過
ぐ
れ
ば
、
幾
ど
我
に
在
る
者
に
非
ず
』
と
は
、
ち
ょ
う
ど
、

＝「

ﾕ
」
繋
辞
伝
下
に
］
『
此
を
過
ぐ
る
以
往
は
、
未
だ
之
れ
知
る
こ
と
或
ら
ず
』
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
こ
こ
を
過

ポ
ぎ
の
一
，
障
独
一
の
思
想

．
n
忙
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ぎ
る
と
、
自
分
が
力
を
振
り
絞
ら
な
く
て
も
、
そ
れ
自
身
で
前
に
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ

　
　
更
に
言
っ
た
．
＝
．
三
月
、
違
わ
ず
｛
の
「
違
う
』
と
は
、
白
地
の
上
の
黒
の
よ
う
な
も
の
だ
。
「
日
月
至
る
』
の
＝
至
る
［
と
は
、

　
　

黒
地
の
上
の
白
の
よ
う
な
も
の
だ
。
…
…
」

　
　

更
に
言
っ
た
．
「
こ
れ
は
、
ま
ン
、
・
し
く
『
誠
意
』
章
と
似
て
い
る
．
善
が
好
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
心
の
底
か
ら
熱

　
　
心
に
そ
れ
を
好
み
、
［
ま
た
一
不
善
が
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
心
の
底
か
ら
深
く
憎
ん
で
、
［
心
に
わ
だ
か
ま
り
が

　
　

無
く
な
り
」
す
っ
き
り
し
て
、
満
ち
足
り
た
状
態
に
ま
で
至
っ
て
こ
そ
、
よ
い
の
だ
、
」
（
楊
道
夫
）

　
　
　

手
之
問
「
横
渠
言
、
始
學
之
要
、
當
知
＝
三
月
不
〕
」
遅
』
止
、
過
此
、
幾
非
在
我
者
」
日
「
且
以
屋
喩
之
『
三
月
不
違
』
者
、
心
常
在
内
、
難
問

　
　
　

或
有
出
時
、
然
終
是
在
外
不
穏
便
、
惰
出
即
便
入　

蓋
心
安
於
内
、
所
以
為
主
．
「
日
月
至
焉
』
者
、
心
常
在
外
、
難
問
或
有
人
時
、
然
終
是
在

　
　
　

内
十
安
、
遣
入
即
便
出　

蓋
心
安
於
外
、
所
以
為
賓
．
日
至
者
、
一
〕
一
至
此　

月
至
者
、　

一
月
一
至
此
、
自
外
而
至
也
．
不
違
者
、
心
常
存

　
　
　

日
月
至
者
、
有
時
而
存　

此
無
他
、
知
有
至
未
至
、
意
有
誠
未
誠　

知
至
芙
、
難
嘔
使
為
不
善
、
亦
不
為　

知
未
至
、
錐
軋
勒
使
不
為
、
此
意
終

　
　
　

避
出
來　

故
貴
於
見
得
透
、
則
，
心
意
勉
勉
循
循
、
自
不
能
巳
実
、
、
『
過
此
幾
非
在
我
者
』
、
猶
言
＝
過
此
以
往
、
未
之
或
知
』　

二
・
口
過
此
則
白
家
著

　
　
　

力
不
得
，
待
他
自
長
進
去
．
＝
二
二
月
不
違
、
＝
之
『
違
一
、
猶
白
中
之
黒
。
『
日
月
至
焉
』
之
『
至
』
、
猶
黒
中
之
白
。
…
二
又
日
「
此
正
如
『
誠

　
　
　
意
…
章
相
似
　
知
善
之
可
好
而
好
之
極
其
篤
、
知
不
善
之
可
悪
而
芭
之
極
其
深
、
以
至
於
懐
快
充
足
、
方
始
是
好
庭
「
道
夫
（
『
朱
子
語
類
］
巻

　
　
　

．
．
て
ー
一　

七
．
八
四
百
二

　

心
が
、
外
界
の
物
に
も
、
内
側
の
欲
望
に
も
、
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
確
固
と
し
た
主
体
性
を
、
内
面
に
確
立
し
て
い
る
状
態
が
、

す
な
わ
ち
、
．
誠
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
、
心
は
、
「
道
」
に
「
違
う
」
こ
と
は
も
は
や
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
あ
え
て
力
を
用
い
な

く
て
も
、
自
ず
と
道
に
適
い
、
「
発
し
て
節
に
中
り
」
、
「
感
じ
て
遂
に
天
下
の
故
に
通
ず
る
」
、
自
ず
か
ら
な
る
境
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と



が
一
．
・
き
る
レ
三
口
う
の
で
あ
る
、

　
も
う
、
つ
の
［
無
間
断
一
性
に
つ
い
て
は
、
前
引
の
「
大
学
或
問
』
の
末
尾
で
、
「
ほ
ん
の
一
瞬
の
問
の
、
芥
子
粒
の
よ
う
に
微
か
な

動
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
一
念
一
念
、
互
い
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
て
、
そ
の
上
、
決
し
て
少
し
も
途
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

内
も
外
も
明
々
口
々
と
し
て
、
表
も
裏
も
澄
み
切
っ
て
、
心
は
あ
ま
ね
く
正
し
く
、
身
は
あ
ま
ね
く
修
ま
っ
て
い
る
に
等
し
い
」
と
言
う

の
が
、
そ
れ
て
あ
る　

つ
ま
り
、
そ
の
心
の
発
動
と
し
て
の
意
念
の
初
動
の
段
階
で
、
徹
底
的
に
不
善
の
要
素
を
取
り
除
き
、
玉
三
色
に

染
め
上
げ
る
の
か
、
「
誠
意
一
の
功
夫
で
あ
り
、
「
意
」
が
「
誠
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
そ
の
場
限
り
の
、

一
回
限
り
の
も
の
て
は
な
く
、
そ
の
善
念
が
、　

一
念
一
念
、
間
断
す
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
継
承
さ
れ
続
け
る
と
こ
ろ
に
、
真
の
「
意

誠
」
が
あ
る
、
と
い
う
の
て
あ
る　

こ
の
「
無
問
断
」
性
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
再
び
取
り
上
げ
る
．

三　

『
中
庸
章
句
』
に
お
け
る
「
慎
独
」
の
工
夫

　ド1
生

プ

．三田

［目

退

れ

は

／llt’

指
亨

無
fi「］

教

L
ト　

1＿

ウ士
不冗

／

＼

節
に
　、

次

ヰ
庸
章
句

に

お

け

る

慎
独

L
の
思
想
に
つ
い
て
見
て
い
主
、
」
た
い
．
『
中
庸
章
句
⊂
の
冒
頭
の
「
天
命
之
謂
性
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　

も　
　
　

ヘ　
　
　

へ

道
な
る
者
は
、
須
央
も
離
る
可
か
ら
ず
．
離
る
可
き
は
道
に
非
ず
．
是
の
故
に
、
君
子
は
其
の
膳
ざ
る
所
に
も
戒
愼
し
、
其
の
聞
か

ざ
る
所
に
も
恐
催
す
・
隠
れ
た
る
よ
り
し
見
れ
た
る
は
莫
し
・
微
か
な
る
よ
り
も
聾
か
な
る
は
莫
し
芭
・
君
子
は
其
の
燭
り

を
愼
む

朱
ま
の　

恒
独
一
の
思
想

π
九



、

　」

．ir

道
也
者
、
不
可
須
爽
蘭
也
、
可
離
非
垣
也
、
是
故
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
賭
、
恐
催
乎
其
所
不
聞　

莫
見
乎
隠
、
莫
顯
乎
微
、
故
君
．
＋
慎
其
燭
也
、

と
あ
る

1　

二
つ
の
功
夫

「
戒
慎
恐
擢
」
と
「
慎
独
」

　

朱
喜
…
は
、
胡
季
随
に
与
え
た
書
簡
の
中
で
、
こ
の
…
段
に
つ
い
て
、
「
此
れ
は
是
れ
両
節
な
り
。
文
義
同
じ
か
ら
ず
、
詳
略
も
亦
た
異

な
る
．
前
段
の
中
間
に
言
疋
故
』
の
字
を
著
け
、
後
段
の
中
間
に
も
又
た
『
故
』
の
字
を
著
け
、
各
お
の
上
文
を
接
ぎ
て
以
て
下
の
意
を

起
こ
す
」
二
答
胡
季
ほ
第
四
書
二
朱
了
之
墾
巻
五
＋
三　

『
米
丁
ム
h
書　

試
拾
試
冊　

二
九
●
八
百
二
と
説
い
て
い
る
．
朱
喜
ば
、
「
故
」
の
字

が
二
つ
あ
る
こ
と
に
注
日
し
、
そ
の
接
続
詞
を
介
し
て
、
前
に
理
山
を
後
に
帰
結
を
配
す
る
論
理
的
形
式
を
も
つ
、
文
義
も
詳
略
も
異
な

る
文
章
が
二
つ
並
ん
で
い
る
も
の
と
見
な
す
．
そ
れ
ぞ
れ
の
「
故
」
字
の
前
文
で
は
「
道
の
体
段
」
を
述
べ
、
そ
れ
に
続
く
、
後
の
一
丈

は
、
そ
こ
か
ら
道
㌃
、
出
さ
れ
る
丁
夫
を
述
べ
た
も
の
で
、
「
道
の
体
段
」
に
即
L
て
、
二
つ
の
工
夫
が
説
き
出
さ
れ
た
も
の
み
な
す
．

　

両
者
の
丁
夫
の
内
容
と
、
そ
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
発
言
に
詳
し
い
・

＝
中
庸
章
句
＝
に
］
一
賭
え
ざ
る
に
戒
慎
し
、
聞
こ
え
ざ
る
に
恐
樫
す
」
と
あ
る
が
、
賭
え
た
り
聞
こ
え
た
り
す
る
時
に
は
戒
ぱ
し

な
い
レ
三
口
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
．
、
賭
え
な
か
っ
た
り
、
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
す
る
際
で
も
、
や
は
り
慎
し
み
を
発
揮
す
る
な
ら
ば
、

賭
え
た
り
聞
こ
え
た
り
す
る
際
で
も
、
慎
し
む
こ
と
は
分
か
る
は
ず
だ
、
レ
三
口
う
こ
と
だ
．
こ
れ
な
ん
か
は
統
括
的
に
説
い
た
も
の

で
あ
り
、
上
の　

道
は
須
史
も
離
る
べ
か
ら
ず
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
戒
慎
恐
催
し
な
い
こ
と
は



な
い
の
で
あ
る
・
な
ら
ば
、
下
文
の
「
慎
独
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
已
発
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
以
上
は
、
こ
の
段
は
、
ま
さ
し

く
X
発
の
時
の
工
夫
で
あ
り
、
「
賭
え
ず
、
聞
こ
え
ず
」
と
説
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
「
隠
れ
た
る
よ
り
見
わ
れ
た
る
は
莫
く
、

微
か
な
る
よ
り
顕
ら
か
な
る
は
莫
し
、
故
に
、
君
子
は
、
必
ず
其
の
掲
を
慎
む
」
と
は
、
上
段
で
統
括
し
て
説
い
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
は
、
さ
ら
に
、
と
り
わ
け
一
念
が
萌
動
し
た
場
に
お
い
て
は
、
こ
の
上
も
な
く
隠
微
で
、
他
人
が
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
な
い

も
の
で
は
あ
る
が
、
L
か
し
な
が
ら
自
分
…
人
だ
け
は
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
と
り
わ
け
慎
し
み
深
さ
を
発
揮
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る　

た
と
え
ば
、
静
止
し
た
水
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
こ
に
、
突
如
、
動
く
と
こ
ろ
が
一
点
で
も
あ

れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
工
夫
を
施
す
べ
き
、
も
っ
と
も
差
し
迫
っ
て
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
・
（
李
閨
祖
一

　

「
戒
槙
不
階
、
恐
催
不
聞
「
、
非
謂
於
謄
聞
之
時
不
戒
僅
也
、
言
難
不
賭
不
聞
之
際
、
亦
致
其
慎
、
則
賭
聞
之
際
、
其
慎
可
知
・
．
此
乃
統
同
説
、
承

　

上
「
這
不
吋
須
萸
離
一
、
則
是
無
時
不
戒
儂
也　

然
下
文
慎
掲
、
既
專
就
已
登
上
説
、
則
此
段
正
是
未
獲
時
工
夫
、
只
得
説
一
不
暗
不
聞
」
也

　

「
莫
見
乎
障
、
莫
顯
乎
微
、
故
君
子
必
慎
其
濁
．
」
上
既
統
同
説
了
、
此
又
就
中
有
…
念
萌
動
慮
、
難
至
隠
微
、
人
所
不
知
、
・
m
己
所
掲
知
、
尤
當

　
致
慎
　
如
一
昌
止
水
、
中
間
忽
有
…
粘
動
庭
、
此
最
緊
要
著
工
夫
虚
．
、
閃
祖
　
［
『
朱
子
語
類
』
巻
六
ト
．
一
　
一
五
⊂
汽
貞
一

　

朱
吉
は
、
「
道
也
者
、
不
可
須
史
離
也
、
可
離
非
道
也
」
と
は
、
道
の
「
至
廣
至
大
」
な
る
「
，
体
段
」
を
、
「
莫
見
乎
隠
、
莫
顯
乎
微
」

と
は
、
「
道
の
至
精
至
極
」
な
る
「
体
段
」
を
説
い
た
も
の
だ
と
す
る
．
・
そ
し
て
、
『
中
庸
』
は
、
そ
の
道
の
「
体
段
」
に
応
じ
て
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　
　

ト　
　

ヘ　
　

ヘ　
　

ヘ　
　

ヘ　
　

へ　
　
　
　
　

ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヰ　

そ
れ
「
戒
慎
恐
催
」
と
「
慎
独
」
の
、
二
つ
の
性
質
の
異
な
る
工
夫
を
説
い
た
の
だ
と
考
え
る

＊　

芭
明
問
一
「
這
不
可
須
山
、
離
、
可
離
非
道
＝
、
是
言
道
之
騰
段
如
此
．
『
莫
見
乎
隠
、
莫
顯
乎
微
』
、
亦
然　

下
面
君
子
戒
慎
恐
僅
、
君
子
必

慎
其
揚
、
与
是
倣
丁
夫　

皆
以
＝
是
故　

二
字
餐
之
、
如
何
漠
作
一
段
看
」
口
＝
「
道
不
可
須
萸
離　

、
言
道
之
至
廣
至
大
者　

「
莫
見
乎
隠
、

に
1
1
⊥
「
・
の
一
慎
独
一
の
已
轡

ノ、



　
　
　

卓
口
）
、
学
中
日
哲
学
文
学
利
記
装　

築
二
．
寸
コ
カ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌧
・

　
　
　
　

莫
顯
乎
微
」
、
言
道
之
至
楕
至
極
者
＝
『
朱
子
語
類
」
巻
六
十
二　

一
五
C
四
、
五
百
二
．
ま
た
、
胡
季
随
宛
書
簡
に
も
、
「
従
来
説
者
、
多

　
　
　
　

足
不
察
、
将
此
両
段
只
作
一
段
相
纏
続
説
了
、
便
以
戒
慎
恐
懐
不
賭
不
聞
為
慎
独
、
所
以
雑
乱
重
複
、
更
説
不
行　

前
後
只
是
粗
備
過
．
ー
、

　
　
　
　

r
細
理
会
、
便
分
疏
不
下
也
」
レ
｝
、
従
来
の
解
釈
の
非
を
説
い
て
い
る
；
答
胡
季
随
第
四
書
」
『
朱
r
之
集
一
巻
五
卜
．
，
＝

　

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
二
段
に
分
け
て
、
朱
喜
…
の
注
釈
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
の
意
義
と
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　

2　
　

「
道
」
の
密
接
不
可
分
離
性
と
「
戒
慎
恐
催
」

　

朱
喜
…
は
、
前
半
の
一
句
「
道
也
者
、
不
可
須
輿
離
也
、
可
離
非
道
也
、
是
故
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
賭
、
恐
灌
乎
其
所
不
聞
」
に
対
し
て
、

ま
ず
は
、
道
と
人
と
の
不
可
分
離
な
る
関
係
性
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
戒
慎
恐
催
」
の
工
夫
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
注
を
施
し

r
＼
、
ワ
⊇

⊆　
　

1
V　

ノ

　
　
「
道
」
は
、
日
常
生
活
の
場
に
お
い
て
生
起
す
る
出
来
事
に
対
し
て
、
［
人
が
］
ま
さ
に
行
う
べ
き
道
理
と
し
て
は
た
ら
く
も
の
で
あ

　
　
る
が
、
全
て
は
性
の
徳
と
し
て
、
［
あ
ら
か
じ
め
］
心
に
具
わ
っ
て
い
る
の
で
、
ど
ん
な
物
に
も
あ
る
し
、
い
か
な
る
時
で
も
そ
う

　
　
し
な
い
⌒
理
に
し
た
が
っ
て
行
わ
な
い
｝
わ
け
に
は
い
か
な
い
．
だ
か
ら
、
［
人
は
］
片
時
た
り
と
も
［
こ
の
道
か
ら
］
離
れ
る
こ
と

　
　
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
．
も
し
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
［
自
己
と
は
無
関
係
な
る
］
外
物
と
な
っ
て
し
ま
い
、
［
そ
う
な

　
　
る
と
そ
れ
は
も
は
や
］
道
と
は
い
え
な
い
．
．
こ
の
た
め
、
君
子
の
心
は
、
常
に
［
性
の
徳
と
し
て
心
に
具
在
す
る
「
道
」
に
対
し

　
　
て
］
敬
い
畏
れ
る
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
見
聞
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
や
は
り
、
決
し
て
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
な
く
、



天
理
本
来
の
す
が
た
を
保
持
し
て
、
片
時
の
間
も

　

道
者
、
日
用
事
物
當
行
之
理
、
皆
性
之
徳
而
具
於
心
、

　

以
、
君
子
之
心
常
存
敬
畏
、
難
不
見
聞
、
亦
不
敢
忽
、

［
こ
の
「
道
」
か
ら
］
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。

無
物
不
有
、
無
時
不
然
．
、
所
以
不
可
須
爽
離
也　

若
其
可
離
、
則
為
外
物
而
非
道
美
．
是

所
以
存
天
理
之
本
然
、
而
不
使
離
於
須
爽
之
頃
也

　

ま
ず
は
、
一
道
L
は
、
決
し
て
、
わ
れ
わ
れ
人
間
存
在
と
は
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
外
在
的
か
つ
排
他
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
日
常
生
活
の
場
に
お
い
て
、
実
践
主
体
と
し
て
の
私
と
の
間
に
生
起
す
る
「
事
物
（
出
来
事
こ
に
対
し
て
、
ま
さ
に
、
そ

れ
を
適
切
に
処
置
す
る
た
め
の
原
理
原
則
と
し
て
は
た
ら
く
も
の
、
あ
る
い
は
、
現
に
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ

人
間
存
在
は
、
常
に
、
そ
の
中
で
、
現
に
、
こ
の
生
を
営
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
口
す
な
わ
ち
、
道
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て

の
視
聴
言
動
を
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
方
向
付
け
、
秩
序
付
け
て
い
る
原
理
原
則
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
れ
は
、
全
て
「
性
の
徳
」
と
し

て
、
心
の
本
性
と
し
て
内
在
し
、
内
側
か
ら
、
そ
れ
を
動
か
し
て
い
る
の
で
あ
る　

こ
の
よ
う
に
、
「
道
」
が
「
心
」
に
内
在
し
、
常
に

こ
の
「
心
」
と
外
界
の
存
在
者
と
の
間
に
成
立
す
る
関
係
性
1
1
「
事
物
（
出
来
事
こ
の
上
に
は
た
ら
く
行
動
原
理
と
し
て
存
在
す
る
も
の

で
あ
る
以
上
、
こ
の
自
己
の
「
心
」
を
離
れ
て
、
「
道
」
を
語
る
こ
と
も
、
「
道
」
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
そ
れ
故
に
、
こ
の

「
心
」
を
疎
外
し
て
存
在
す
る
「
道
」
な
る
も
の
は
、
所
謂
「
外
物
」
に
す
ぎ
ず
、
実
践
主
体
と
し
て
の
「
心
」
と
は
無
関
係
な
、
空
虚

な
実
体
、
抽
象
的
な
観
念
に
す
ぎ
な
い　

こ
の
「
道
」
を
離
れ
て
は
、
「
心
「
一
も
、
そ
し
て
、
「
物
」
も
存
立
し
得
な
い
の
で
あ
る　

そ
れ

故
、
君
子
の
な
す
べ
き
こ
と
は
、
見
聞
の
及
ぶ
、
日
常
的
行
為
の
場
と
し
て
の
「
已
発
」
の
際
に
お
い
て
は
、
常
に
、
こ
の
「
日
用
の
事

物
の
当
に
行
う
べ
き
の
理
．
」
と
し
て
の
「
道
」
に
違
わ
な
い
よ
う
に
行
為
す
る
こ
と
に
専
念
す
る
（
已
発
の
際
の
「
戒
慎
恐
催
」
〕
と
と
も

に
、
見
聞
の
及
ば
な
い
、
す
な
わ
ち
、
思
慮
・
行
為
す
べ
き
対
象
が
何
も
発
生
し
て
い
な
い
「
未
発
」
の
際
に
お
い
て
も
、
「
戒
慎
恐
催
」

の
⊥
夫
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
「
性
の
徳
」
と
し
て
人
心
に
具
在
す
る
「
道
」
を
、
「
天
理
の
本
然
」
の
ま
ま
に
、
常
に
保
持
⌒
存
｝
L

、
乃

の
思
憩

六
．



「］コ

F1
　　］

一
ー
り

続
け
て
、
片
時
の
問
も
注
意
を
怠
る
こ
と
な
く
、
見
失
わ
な
い
よ
う
に
せ
よ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
、
「
心

を
存
す
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
心
の
主
宰
性
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
，
常
に
、
内
な
る
天
理
⌒
天
則
・
道
｝
に
対
し
て
、
「
敬

畏
」
の
念
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
片
時
も
、
そ
れ
へ
の
注
意
と
配
慮
（
存
）
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
．
こ
れ
が
、
已
発
・

未
発
、
有
事
．
無
事
を
貫
く
「
戒
慎
恐
催
」
の
丁
夫
の
意
義
で
あ
る
「
・
そ
れ
は
決
し
て
、
自
分
の
見
聞
の
及
ば
な
い
世
界
に
の
み
施
さ
れ

る
、
未
発
限
定
の
工
夫
で
は
無
い
・

＊　

．
工
陽
明
の
7
ヘ
フ
若
又
分
戒
櫻
為
己
所
不
知
、
即
⊥
夫
便
支
離
、
亦
有
間
断
．
既
戒
懐
即
是
知
、
己
若
不
知
、
是
誰
戒
催
．
如
此
見
解
、
便

要
流
入
断
滅
岬
定
．
．
＝
『
伝
習
録
』
巻
上　
　

王
陽
明
全
集
』
上
海
古
籍
出
版
社　

三
五
頁
〕
レ
三
口
う
批
判
は
、
明
ら
か
に
誤
解
で
あ
る
、

　
　
　
　
　

3　
　

「
道
」
の
不
可
避
的
露
顕
性
と
「
慎
独
」

　

こ
の
よ
う
に
、
「
道
」
と
の
密
接
不
可
分
離
な
る
関
係
に
あ
る
人
間
存
在
の
身
の
修
め
方
、
心
の
持
ち
方
と
し
て
、
未
発
已
発
を
一
貫

し
て
、
心
を
酒
養
す
る
「
戒
慎
恐
催
」
の
功
夫
を
説
い
た
「
中
庸
』
は
、
更
に
、
「
隠
れ
た
る
よ
り
見
わ
れ
た
る
は
莫
く
、
微
か
な
る
よ

り
顯
ら
か
な
る
は
莫
し
｝
と
、
「
道
」
の
不
可
避
的
露
顕
性
・
不
可
隠
蔽
性
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
更
に
、
こ
の
道
の
「
体
段
」
に
即

し
た
「
慎
独
」
の
功
－
天
を
説
き
出
す

　

朱
喜
…
は
、
こ
の
「
戒
慎
恐
催
」
と
「
慎
独
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
両
事
」
二
中
庸
或
問
』
｝
と
し
な
が
ら
も
、
「
休
み
な
く
流
れ
る

水
」
と
水
底
の
一
．
高
処
」
に
お
け
る
水
の
「
起
伏
」
と
の
関
係
で
述
べ
、
そ
の
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
水
流
の

喩
え
で
は
、
工
夫
又
間
的
努
力
）
の
比
喩
と
し
て
は
不
十
分
と
考
え
た
の
か
、
「
騎
馬
」
の
例
で
、
改
め
て
言
い
直
し
て
い
る
．
す
な
わ



ち
、
「
馬
に
乗
る
時
に
は
、
常
に
気
を
引
き
締
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
が
、
危
険
な
箇
所
に
遭
遇
し
た
ら
、
す
ぐ
さ
ま
気
を
引
き
締
め

直
す
よ
う
な
も
の
」
二
如
騎
馬
、
目
家
常
常
提
綴
、
及
至
遇
瞼
虞
、
便
加
些
提
控
．
一
『
朱
子
語
類
」
巻
六
十
二　

一
五
一
四
頁
）
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
、
「
慎
独
」
で
あ
る
と
い
う
の
だ

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
戒
慎
恐
催
」
の
功
夫
は
、
心
の
已
発
未
発
、
有
事
無
事
、
動
静
の
別
な
く
、
時
と
場
所
を
選
ば
ず
に
、
不
断

に
行
わ
れ
る
べ
き
、
心
の
緊
張
保
持
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
，
そ
れ
は
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
「
天
理
」
の
内
在
、
同
じ
こ
と
だ
が
、

「
道
」
の
内
在
、
そ
し
て
、
人
間
の
実
存
と
の
不
可
分
離
性
を
、
常
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
意
識
し
続
け
よ
と
い
・
つ
教
戒
で
も
あ
っ
た
、
，

そ
し
て
、
そ
の
上
に
あ
っ
て
、
「
険
処
」
に
遭
遇
す
れ
ば
、
人
は
、
い
っ
そ
う
気
を
引
き
締
め
、
慎
重
の
上
に
慎
重
を
重
ね
て
、
素
早
く

事
に
対
処
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
険
処
に
遭
遇
し
た
際
の
丁
夫
が
、
す
な
わ
ち
、
「
慎
独
」
で
あ
る
、
そ
し
て
、
そ

の
「
険
処
」
と
い
う
の
が
、
す
な
わ
ち
、
一
独
」
処
で
あ
る
，
で
は
、
「
独
」
処
と
は
、
い
か
な
る
地
で
、
そ
れ
は
、
何
故
、
「
険
処
」
と

さ
れ
る
の
か

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
「
慎
独
」
の
丁
夫
を
説
く
『
中
庸
章
句
』
首
章
の
後
半
の
一
段
で
、
朱
喜
…
は
次
の
よ
う
な
詳
細
な
注
を
施
し
て
、

解
コ
説
し
て
い
る

「
隠
「
は
、
暗
い
場
所
で
あ
る
．
「
微
一
は
、
細
か
い
事
で
あ
る
．
．
「
独
」
と
は
、
他
人
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
分
独
り
だ
け
知

っ
て
い
る
領
域
で
あ
る
，
そ
の
意
味
は
、
奥
深
い
暗
闇
の
中
に
生
起
す
る
細
微
な
る
心
的
現
象
は
、
形
跡
は
ま
だ
顕
在
化
し
て
は
い

な
い
け
れ
と
も
、
幾
は
も
う
動
き
出
し
て
い
る　

他
人
は
知
ら
な
く
て
も
、
自
分
に
だ
け
は
分
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ

に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
以
上
に
著
見
明
顕
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
、
か
く
し
て
、
君
子
は
、
［
未
発
・
已
発
、
有
事
・

無
事
の
別
な
く
］
常
に
戒
慎
恐
憧
し
て
は
い
る
が
、
こ
こ
［
つ
ま
り
、
発
動
の
端
緒
］
に
お
い
て
、
最
大
限
、
謹
し
み
を
加
え
て

朱
⊥
⊇
の
一
恒
独
一
の
□
想

L
ハ
白
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大
学
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国
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六
六

［
慎
重
の
上
に
も
慎
重
を
期
し
て
］
、
［
不
善
の
原
因
で
あ
る
］
人
欲
が
ま
さ
に
萌
そ
う
と
す
る
の
を
押
し
止
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

そ
う
す
る
こ
と
で
、
「
人
目
に
届
か
な
い
］
隠
微
な
中
で
、
［
人
欲
を
］
滋
養
し
成
長
さ
せ
て
、
［
そ
の
挙
げ
句
に
］
道
か
ら
遠
く
離

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
．

　

隠
、
暗
慮
也　

微
、
細
事
也
・
掲
者
、
人
所
不
知
而
己
所
蜀
知
之
地
也
，
言
、
幽
暗
之
中
、
細
微
之
事
、
跡
難
未
形
而
幾
則
已
動
、
人
難
不
知
而

　

己
燭
知
之
、
則
是
天
ド
之
事
無
有
著
見
明
顯
而
過
於
此
者
，
是
以
君
τ
既
常
戒
催
、
而
於
此
尤
加
謹
焉
、
所
以
遇
人
欲
於
將
萌
、
而
不
使
其
滋
長

　

於
ほ
微
之
巾
、
以
・
王
離
道
之
遠
也
．

　
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
『
大
学
章
句
一
の
「
慎
独
」
の
注
と
同
様
、
「
独
」
と
は
、
「
他
人
が
［
外
側
か
ら
］
知
り
得
な
い
が
、
自
分
独
り

だ
け
は
［
内
側
か
ら
］
知
る
こ
と
の
で
き
る
内
心
の
隠
微
な
領
野
」
を
言
う
，
朱
喜
…
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
、
「
人
目
に
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ　

な
い
場
所
」
レ
．
い
っ
た
物
理
的
空
間
レ
こ　

あ
暗
所
を
言
う
の
で
は
な
い
．
．
衆
人
環
視
の
中
に
あ
っ
て
も
、
心
の
発
動
と
し
て
の
意
念
は
・

自
分
の
内
心
の
心
的
事
実
と
し
て
、
他
人
に
は
窺
い
知
り
よ
う
の
な
い
「
隠
微
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
さ
し
く
、
自
分
だ
け
し

か
知
り
得
な
い
も
の
と
し
て
、
真
の
「
独
一
な
の
で
あ
る　

注
に
所
謂
「
幽
暗
の
中
」
と
は
、
要
す
る
に
、
心
の
中
を
言
い
、
「
細
微
の

事
」
と
は
、
こ
の
心
中
に
忽
然
と
湧
き
起
こ
る
一
念
の
微
細
な
動
き
（
所
謂
「
幾
」
）
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
．
こ
の
隠
微
な
る
心
的
現
象

は
、
こ
の
上
」
⇔
な
く
微
細
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
自
己
の
内
心
の
心
的
事
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
で
あ
る
私
の
意
識
に
お
い
て

は
、
外
界
の
、
レ
え
な
事
物
以
L
に
身
近
な
も
の
と
し
て
、
こ
の
上
も
無
く
暑
見
認
L
な
存
在
で
あ
る
・
そ
れ
は
・
ま
だ
是
非
善
悪

の
客
観
的
な
判
断
を
下
す
こ
レ
示
可
能
な
も
の
と
し
て
、
目
に
見
え
て
明
ら
か
な
姿
形
を
有
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
「
幾
二
す
な
わ

ち
、
そ
の
弾
み
は
微
か
な
が
ら
も
、
す
で
に
動
き
始
め
て
い
る
、
そ
の
歯
車
は
微
か
に
で
は
あ
る
が
も
う
回
り
始
め
て
い
る
の
で
あ
る

注
に
所
謂
「
幾　

已
に
動
く
」
と
は
こ
の
謂
で
あ
る　

ま
さ
に
、
文
字
通
り
の
意
味
で
の
「
動
機
動
き
始
め
た
幾
み
こ
の
と
こ
ろ
で
、



慎
重
の
ヒ
に
慎
重
を
重
ね
て
、
も
は
や
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な
る
前
に
、
事
前
に
、
そ
の
発
動
の
端
緒
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
、

是
非
善
悪
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
悪
の
原
因
で
あ
る
人
欲
の
発
動
を
、
そ
の
萌
芽
の
段
階
で
徹
底
し
て
摘
み
取
っ
て
お
こ
う
と
い
う
の

〆．

E
あ
る
．
そ
れ
が
、
一
慎
独
一
の
工
夫
で
あ
る
．
・
も
し
、
そ
れ
を
放
置
し
た
な
ら
ば
、
心
は
、
逆
に
、
悪
を
「
滋
長
⌒
滋
養
育
成
）
」
す
る

温
床
と
な
っ
て
、
隠
微
な
中
で
、
悪
の
萌
芽
の
成
長
を
助
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
や
が
て
は
、
本
性
と
し
て
の
善
を
損
な
い
な
が
ら
、
道

か
ら
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か
、
禽
獣
の
域
に
ま
で
堕
落
し
て
し
ま
う
、
と
言
う
の
で
あ
る
．
「
独
」
に
お

い
て
、
意
念
の
発
動
を
「
慎
ま
」
ね
ば
な
ら
な
い
所
以
が
、
こ
こ
に
あ
る
，
そ
し
て
、
「
独
地
」
が
「
険
処
」
と
さ
れ
る
所
以
も
、
ま
さ

に
こ
こ
に
あ
る

六

七

頁

＊

如

慎
1
蜀

之
一
、
蜀
＝
、
亦
非
特
在
幽
隠
人
所
不
見
庭
、
只
他
人
所
不
知
、
難
在
衆
中
、
便
是
濁
也
。
一
⌒
『
末
子
語
類
』
巻
二
卜
四　

百

［一

?
f
或
問
」
で
は
、
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
更
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、

　
－
・
道
は
、
も
と
よ
り
、
い
か
な
る
場
所
に
も
存
在
し
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
［
人
目
の
届
か
な
い
］
奥
深
く
隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ

（
、
心
の
中
）
で
は
、
他
人
に
は
見
え
な
い
が
、
自
分
独
り
だ
け
は
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
．
［
ま
た
］
道
は
、
も
と
よ
り
、

ど
ん
な
時
で
も
、
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
細
微
な
る
心
的
現
象
は
、
む
し
ろ
、
他
人
に
は
聞
こ
え
な
い
が
、
自

分
だ
け
は
聞
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
・
［
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
心
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
細
微
な
る
心

の
動
き
に
つ
い
て
は
、
一
ど
れ
も
、
普
通
の
人
の
感
情
と
し
て
は
、
こ
れ
を
軽
視
し
て
し
ま
い
、
天
を
欺
き
、
他
人
を
だ
ま
す
こ
と

‥
の
一
慎
独
」
の
思
想

六
ヒ



”
弔
一
一
上
∴
∵

六
へ

が
で
き
る
と
考
え
て
、
必
ら
ず
し
も
謹
も
う
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
吾
が
心
の
霊
［
の
目
に
］
に
は
、
日
月
の
よ
う
に
明
々

白
々
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
、
こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
し
ま
え
ば
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
問
で
も
、

隠
し
だ
て
し
た
り
、
日
を
逃
れ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
上
、
誰
よ
り
も
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
・
ま
た
、
ま
し
て
や
、
こ
・
つ
し
た
心
を
抱
い
て
い
な
が
ら
も
、
長
い
間
、
包
み
隠
し
て
い
る
と
、
［
ふ
と
し
た
拍
子
に
］
そ

の
声
音
や
顔
つ
き
の
上
に
現
れ
、
実
際
の
行
動
や
行
為
の
上
に
も
発
現
し
、
必
ず
露
顕
し
て
、
覆
い
隠
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
た
め
、
も
は
や
、
念
慮
の
上
で
の
「
小
さ
な
］
差
ぐ
ら
い
で
は
す
ま
な
く
な
る
の
で
あ
る
、
、

　

…
・
道
固
無
所
不
在
、
而
幽
隠
之
間
、
乃
他
人
之
所
不
見
、
而
己
所
濁
見
，
道
固
無
時
不
然
、
而
細
微
之
事
、
乃
他
人
之
所
不
聞
、
而
己
所
濁

　

聞
、
是
皆
常
情
所
忽
、
以
爲
可
以
欺
尺
同
人
、
而
不
必
謹
者
、
而
不
知
吾
心
之
露
、
較
如
日
月
．
既
已
知
之
、
則
其
毫
髪
之
間
、
無
所
潜
遁
、

　

又
行
甚
於
他
人
之
知
£　

又
況
既
有
是
、
心
、
藏
伏
之
久
、
則
其
見
於
聲
音
容
貌
之
間
、
獲
於
行
事
施
爲
之
實
、
必
有
暴
著
而
不
可
偉
者
、
又
不

　

止
於
人
，
心
慮
之
差
而
已
也

　

こ
こ
に
・
さ
て
、
朱
喜
…
は
、
「
、
心
の
霊
」
と
い
う
概
念
を
持
ち
出
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、
「
中
庸
章
句
』
の
注
で
は
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る　

「
慎
独
」
の
工
夫
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
心
の
発
動
と
し
て
の
「
意
」
の
、
そ
の
更
に
、
微
細
な
初
動
段
階
で
あ
る

「
幾
」
に
お
い
て
、
そ
れ
が
天
理
の
発
動
し
た
も
の
か
、
人
欲
が
発
動
し
た
も
の
か
を
、
素
早
く
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
、
な
ぜ
、
そ
う
し
た
神
業
が
可
能
な
の
か
に
つ
い
て
、
朱
喜
…
は
、
特
段
に
説
明
し
な
い
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
不
可
思
議
な
は
た

ら
き
を
す
る
の
が
、
人
の
心
の
「
霊
」
な
る
所
以
で
あ
る
と
言
う
認
識
で
あ
る
，
卑
俗
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
「
心
の
霊
は
、
す
べ
て
お

見
通
し
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う　

「
莫
見
乎
隠
、
莫
顯
乎
微
」
と
い
う
道
理
を
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
成
り
立
た
せ
て
い
る
の

が
、
ま
さ
の
こ
の
「
心
の
霊
」
な
る
は
た
ら
き
な
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
、
言
葉
や
思
議
を
越
え
た
、
圧
倒
的
な
力
に
対



す
る
敬
意
、
畏
敬
の
念
が
、
人
を
謙
虚
に
さ
せ
、
「
慎
み
」
の
念
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
、
そ
れ
に
対
す
る
気
づ
き
が
、
人
を
口
む
に
已

ま
れ
ぬ
⊥
夫
へ
と
、
導
く
の
で
あ
る
、
た
だ
、
そ
の
「
心
の
霊
」
が
う
ま
く
働
く
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
や
る
の
は
、
も
と
よ
り
人
の
側

の
⊥
夫
（
著
力
）
の
問
題
で
あ
る　

末
発
無
事
と
已
発
有
事
の
別
に
関
わ
る
こ
と
な
い
、
間
断
の
な
い
一
，
戒
慎
恐
催
」
の
工
夫
に
よ
っ
て
、

そ
れ
は
支
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
「

　

さ
ら
に
一
莫
見
乎
隠
、
莫
顯
乎
微
」
の
道
理
に
つ
い
て
、
朱
喜
…
は
『
中
庸
輯
略
一
の
中
で
、
次
の
程
伊
川
の
言
葉
を
引
い
て
、
そ
の
意

味
右
二
不
唆
し
て
い
る
・

人
は
耳
目
に
よ
っ
て
見
聞
で
き
る
も
の
だ
け
を
顕
見
と
み
な
し
、
見
聞
で
き
な
い
も
の
を
隠
微
と
み
な
し
て
い
る
が
、
理
は
む
し
ろ

い
た
三
蹟
わ
な
も
の
で
あ
・
三
と
が
分
か
・
て
い
な
い
の
だ
。
例
え
ば
、
昔
の
人
が
、
琴
を
弾
い
て
い
て
・
職
が
讐
捕
ま
え

る
の
を
目
に
し
た
　
聞
い
て
い
た
人
が
、
［
そ
の
琴
の
音
色
の
上
に
］
殺
声
が
あ
る
の
に
気
付
い
た
．
殺
意
は
心
に
あ
る
が
、
人
は

そ
の
琴
「
の
音
色
の
ヒ
に
、
「
殺
声
」
を
］
聞
き
分
け
た
の
で
あ
る
．
ど
う
し
て
、
顕
わ
で
な
い
レ
三
口
え
よ
う
か
、
人
に
不
善
［
の

，
心
一
が
あ
る
［
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
］
、
自
分
で
は
、
人
は
気
付
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
天
地
の
理
は
、
い
た
っ
て

顕
著
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
欺
く
こ
と
は
〆
．
」
き
な
い
の
で
あ
る
、

　
人
［
へ
以
耳
日
所
見
聞
者
為
顕
見
、
所
不
見
聞
者
為
隠
微
、
然
不
知
理
却
甚
顕
也
　
且
如
昔
人
弾
琴
、
見
蟷
螂
捕
蝉
、
而
聞
者
以
為
有
殺
声
、
殺
在

　

心
而
人
聞
其
琴
而
知
之
．
量
非
顕
乎　

人
有
不
善
、
自
謂
人
不
知
之
、
然
天
地
之
理
甚
著
、
不
可
欺
也
．
（
も
と
は
、
「
程
氏
遺
書
」
巻
ト
八
の
語

　

＝
二
程
集
＝　

二
．
一
四
百
二

こ
れ
は
、
程
子
が
、
門
人
に
、
＝
中
庸
一
の
「
莫
見
乎
隠
、
莫
顕
乎
微
」
の
意
味
を
聞
か
れ
た
際
の
答
え
で
あ
る
．
、
程
子
の
、
こ
の
発

の
一
陵
カ
一
の
□
想

・
ハ
九



七
一
．

言
に
拠
れ
ば
、
人
は
、
耳
目
が
見
聞
で
き
る
も
の
を
「
顕
明
」
と
し
、
見
聞
で
き
な
い
も
の
を
「
隠
微
」
な
る
も
の
と
み
な
し
、
人
の
心

の
中
で
起
こ
る
出
来
事
⌒
意
念
）
に
つ
い
て
も
後
者
に
属
す
る
も
の
と
、
と
か
く
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
見
聞
で
き
る
か
否
か
に
関
わ
ら

ず
、
必
ず
露
見
し
て
「
顕
ら
か
」
に
な
る
の
が
「
理
」
で
あ
る
、
レ
三
［
う
．
こ
こ
で
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
「
殺
」
意
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
、
二
弄
意
」
で
も
、
「
悪
意
」
で
も
変
わ
ら
な
い
．
人
の
心
に
萌
す
「
意
念
」
の
発
露
は
、
感
覚
器
官
や
、
言
葉
や
行
動
を
媒

介
と
し
な
く
て
も
、
お
そ
ら
く
は
気
配
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
、
感
応
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
実
に
、
相
手
に
、
ま
た
、
周
囲
に
伝

わ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
所
謂
「
以
心
伝
心
」
す
る
も
の
で
あ
る
、
感
覚
器
官
に
よ
る
認
識
が
全
て
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
そ
れ
を
、
程
子
は
、
「
理
」
、
も
し
く
は
、
「
天
地
の
理
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、
そ
れ
が

「
天
地
の
理
」
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
人
の
側
で
は
、
ど
う
し
よ
う
も
〆
．
」
き
な
い
．
誤
魔
化
す
こ
と
も
、
欺
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ

る　

人
は
、
こ
の
現
実
を
素
直
に
受
け
止
め
、
こ
れ
を
教
戒
と
し
て
、
慎
む
し
か
な
い
の
で
あ
る
．
．
こ
こ
に
所
謂
「
天
地
の
理
」
と
は
、

先
の
、
主
体
の
側
の
「
心
の
霊
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
．
敬
し
て
、
謹
ん
で
順
う
し
か
な
い
の
で
あ
る

4

再
び
、
「
戒
慎
恐
擢
」
と
未
発
の
工
夫
の
意
義

　

さ
て
、
人
は
、
内
、
心
に
お
け
る
意
念
の
発
動
に
つ
い
て
は
、
自
分
自
身
は
、
は
っ
き
り
と
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
し
、
一
、
天

地
の
理
」
と
し
て
、
そ
れ
を
隠
し
お
お
す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
も
と
よ
り
人
は
そ
れ
を
誤
魔
化
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
．
自
分
で
は
誤
魔
化
し
た
つ
も
り
て
も
、
そ
れ
は
自
分
を
欺
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
、
た
だ
、
自
分
に
し
か
そ
れ
を

一
知
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
私
と
い
う
存
在
の
唯
一
性
が
あ
る
、
し
か
し
、
こ
の
存
在
の
唯
一
性
、
単
独
性
は
、
他

人
が
外
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
他
者
の
視
線
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
不
可
見
聞
性
・
私
秘
性
ゆ
え
に
、
独
我



論
的
な
自
我
に
自
閉
す
る
こ
と
で
、
悪
の
温
床
と
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
性
を
多
分
に
孕
ん
で
い
る
．
す
な
わ
ち
、
他
者
の
視
線
が

及
ば
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、
自
己
の
心
の
中
の
世
界
に
お
い
て
、
野
放
図
に
、
不
実
な
る
意
念
1
1
欲
望
の
勝
手
気
ま
ま
な
生
起
を
放
任

し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
悪
の
原
因
で
あ
る
人
欲
を
滋
養
し
、
増
長
さ
せ
る
と
同
時
に
、
天
然
の
常
性
と
し
て
の
、
本
来
の
善
性
を
抑
圧

し
、
そ
の
発
現
．
発
動
を
阻
害
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
，
天
道
の
内
在
を
常
に
意
識
し
て
「
独
」
を
慎
ん
で
已
ま
な
い
営
為
の
内
に
こ

そ
存
在
す
る
「
人
間
」
性
を
捨
て
去
り
、
欲
望
の
流
れ
に
身
を
任
せ
て
、
恥
じ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
「
禽
獣
」
レ
ベ
ル
へ
の
随
落　

朱
喜
…

が
最
も
危
倶
し
た
の
は
、
こ
・
つ
し
た
心
の
無
統
治
－
無
主
宰
状
態
で
あ
っ
た
．

　

問
題
は
、
心
が
こ
う
し
た
無
統
治
・
無
主
宰
状
態
に
陥
る
の
を
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
．
．
「
ヰ
庸
｝
の
出
し
た
答
え
が
、
「
戒
慎
恐
催
」
と
「
慎
独
」
の
、
連
続
し
た
二
つ
の
工
夫
で
あ
っ
た
．
、
「
戒
慎
恐
灌
」
と
は
、
既
に
見

て
き
た
よ
・
つ
に
、
ま
さ
に
心
の
未
発
無
事
の
際
と
已
発
有
事
の
際
と
を
一
貫
し
て
、
隈
無
く
「
照
管
｛
気
を
配
る
・
注
意
を
め
ぐ
ら
す
こ
す

る
、
主
宰
性
の
確
立
と
、
そ
れ
を
継
続
維
持
し
て
い
く
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
．
．
事
有
る
時
節
と
事
無
き
時
節
、
す
な
わ
ち
、
已
発
と
未

発
、
動
静
の
別
な
く
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
、
大
い
な
る
「
道
」
と
向
き
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
意
識
の
緊
張
状
態
、
あ
る
い
は
、

覚
醒
状
能
ご
所
謂
「
敬
「
－
｝
常
慢
慢
」
）
を
保
持
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
．
有
事
の
際
に
は
、
そ
の
事
舟
象
）
を
適
切
に
処
置
す
る
こ
と

に
精
神
を
集
中
さ
せ
て
、
意
識
が
散
漫
に
な
ら
な
い
よ
う
に
仕
事
に
従
事
し
、
無
事
の
際
に
も
、
決
し
て
槁
木
死
灰
の
如
く
心
を
眠
ら
せ

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
い
つ
対
象
が
眼
前
に
現
れ
て
も
、
す
ぐ
に
感
応
で
き
る
よ
う
に
、
意
識
を
覚
醒
状
態
に
保
っ
て
お
く
、
換
言
す

れ
ば
、
常
に
意
識
を
待
機
・
準
備
の
状
態
に
保
持
し
て
お
く
の
で
あ
る
．

　

朱
喜
…
は
、
蓼
徳
明
の
、
二
其
の
脂
え
ざ
る
所
に
戒
慎
し
、
其
の
聞
こ
え
ざ
る
所
に
恐
催
す
』
と
あ
り
ま
す
が
、
『
或
問
」
の
中
に
、
「
無

声
に
聴
き
、
無
形
に
視
る
へ
声
無
き
声
を
聴
き
、
形
無
き
形
を
視
る
二
二
礼
記
＝
曲
礼
上
）
を
引
い
て
い
る
の
は
、
ど
う
い
・
つ
こ
と
で
す
か
」

と
い
う
質
問
に
答
え
て
、
次
の
よ
う
に
二
＝
日
っ
て
い
る
．

ポ
ニ
の
一
恒
独
一
の
思
相
］

ヒ



第
二
L
I
元

ヒ
一
．

　
　

呼
ば
れ
て
い
な
い
時
に
は
見
え
な
い
が
、
常
時
、
準
備
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
（
蓼
徳
明
）

　
　
　

問
「
．
『
戒
慎
乎
其
所
不
膳
、
恐
懐
乎
其
所
不
聞
』
、
或
問
中
引
『
聴
於
無
聲
、
視
於
無
形
』
、
如
何
．
・
」
日
「
不
呼
喚
時
不
見
、
時
常
準
備
著
．
」
－

　
　
　

・
徳
明
（
『
朱
子
語
類
゜
＝
巻
六
十
二　

一
五
〇
五
百
二

　

す
な
わ
ち
、
知
覚
の
対
象
は
現
前
し
て
お
ら
ず
、
思
慮
も
ま
だ
萌
し
て
い
な
い
が
、
知
覚
の
能
力
⌒
潜
勢
力
）
そ
の
も
の
は
、
対
象
の

現
前
到
来
に
備
え
て
、
い
つ
で
も
知
覚
（
現
勢
化
）
で
き
る
よ
う
に
、
待
機
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
「
機
」
を
待
っ
、
て
い
る
状
態
を
言
う
，

そ
の
備
え
は
、
、
心
に
｝
．
知
覚
の
理
」
と
し
て
、
す
で
に
、
そ
し
て
、
常
に
、
円
満
具
足
し
て
い
る
．
未
発
無
事
の
際
に
お
い
て
覚
醒
状
態

に
あ
る
「
心
の
理
」
、
「
知
覚
の
理
」
は
、
そ
の
対
象
が
到
来
す
る
以
前
か
ら
、
そ
れ
へ
の
応
接
に
向
け
て
、
常
に
準
備
・
待
機
し
て
い
る

の
で
あ
る
・
心
が
「
敬
」
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
内
な
る
「
心
の
理
」
、
「
知
覚
の
理
」
は
、
常
に
、
事
物
に
感
応
し
て
、

素
速
く
、
適
確
に
事
物
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

　

そ
し
て
、
「
慎
独
」
の
工
夫
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
中
庸
或
問
』
は
、
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
こ
う
し
て
、
君
子
は
、
す
で
に
［
耳
目
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
勿
論
、
］
耳
目
の
及
ば
な
い
所
で
も
戒
慎
恐
催
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
心

　
　
は
常
に
明
ら
か
で
、
物
欲
に
も
蔽
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
［
「
独
」
な
る
］
と
こ
ろ
で
、
最
大
限
に
謹
し
み
を
発
揮
し
な
い
わ

　
　
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
，
必
ず
そ
の
［
善
悪
の
分
か
れ
目
で
あ
る
］
幾
微
の
際
に
、
［
肉
体
に
由
来
す
る
］
人
欲
の
萌
芽
を
微

　
　
塵
も
無
く
し
、
純
粋
に
［
天
理
に
由
来
す
る
］
義
理
の
発
動
と
一
体
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
下
学
の
功
夫
と
し
て
は
、
外
面
に
お
い
て

　
　
も
、
内
実
に
お
い
て
も
完
全
な
も
の
と
な
っ
て
、
一
瞬
た
り
と
も
隙
が
無
い
。
［
戒
慎
恐
罹
と
慎
独
の
］
二
つ
の
功
夫
が
互
い
に
協



働
し
て
、
い
ず
れ
も
我
が
身
［
の
誠
］
を
内
省
し
、
［
利
害
や
打
算
を
離
れ
て
］
自
分
自
身
の
為
に
す
る
［
天
道
P
二
体
の
純
一
な

る
行
為
な
一
の
で
あ
り
、
人
欲
［
の
発
動
］
を
阻
止
し
て
、
天
理
［
の
本
然
］
を
保
持
す
る
実
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
．
．
思
う
に
、
道

と
一
体
と
な
る
工
夫
と
し
て
、
こ
れ
以
上
に
優
先
す
べ
き
も
の
は
な
い
し
、
ま
た
、
こ
れ
以
上
に
緊
切
な
る
も
な
い
．
だ
か
ら
、
子

思
が
＝
中
庸
＝
の
巻
首
に
お
い
て
［
ま
っ
先
に
］
述
べ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
君
子
の
学
は
必
ず
こ
こ
か
ら
入
る
こ
と

を
．
不
し
た
の
で
あ
る
．

　

日
疋
／
／
、
君
子
既
戒
擢
乎
耳
目
之
所
不
受
、
則
此
、
心
常
明
、
不
爲
物
蔽
、
而
於
此
尤
不
敢
不
致
其
謹
焉
，
必
使
其
幾
微
之
際
、
無
一
毫
人
欲
之
萌
、

　

而
純
乎
義
理
之
獲
、
則
下
學
之
功
、
蓋
善
全
美
、
而
無
須
爽
之
間　
　

二
者
相
須
、
皆
反
躬
爲
己
、
逼
人
欲
存
天
理
之
實
事
．
．
蓋
艘
道
之
功
、

　

莫
有
先
於
此
者
、
亦
莫
有
切
於
此
者　

故
了
思
於
此
首
以
爲
言
、
以
見
君
了
之
學
必
由
此
而
入
也
．

　

つ
ま
り
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
君
子
が
道
に
入
る
た
め
の
学
と
し
て
は
、
未
発
已
発
、
無
事
有
事
の
別
な
く
、
間
断
す
る
こ
と
な
く
、
常

に
函
養
省
察
の
工
夫
を
行
、
つ
こ
と
が
最
優
先
に
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
誰
で
も
な
い
、
こ
の
私
の
、
現

に
活
き
て
働
く
、
こ
の
心
は
、
物
欲
に
よ
っ
て
蔽
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
そ
の
明
る
さ　
　

す
な
わ
ち
、
曇
り
の
な
い
澄
み
切
っ
た
鏡

が
、
対
象
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
、
瞬
時
に
映
し
出
し
て
、
し
か
も
、
そ
の
痕
跡
を
留
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
明
達
さ
［
「
虚
霊
知
寛
」

と
は
こ
の
意
味
］
　
　
を
保
ち
続
け
て
い
る
が
故
に
、
対
象
が
現
前
到
来
す
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
発
揮
で
き
る
よ
・
つ
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　
　
　

ヘ　
　
　

ヘ　
　
　

ヘ　
　
　

ヘ　
　
　

ヘ　
　
　

ヘ　
　
　

ヘ　
　
　

ヘ　
　
　

へ

こ
う
し
た
、
曇
り
の
な
い
、
明
達
な
心
は
、
自
ら
の
内
心
を
、
隅
々
ま
で
、
そ
の
自
ら
の
明
る
さ
に
よ
っ
て
、
「
独
」
処
を
照
ら
し
出
す

の
で
あ
る
か
ら
、
人
欲
の
萌
芽
は
、
ま
さ
に
そ
の
初
発
の
段
階
で
素
速
く
、
適
確
に
看
破
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
そ
う
し
た
心
自
身
の
「
明
」

る
さ
〔
所
語
「
明
徳
」
一
の
下
に
お
い
て
は
、
た
レ
一
え
、
他
人
の
目
か
ら
す
れ
ば
「
幽
暗
隠
微
」
に
見
え
て
も
、
自
身
の
心
⌒
意
識
内
）
の

内
的
事
宰
．
「
二
人
は
、
こ
れ
ほ
い
二
著
見
明
邑
な
も
の
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、
「
莫
見
乎
隠
・
莫
顕
乎
微
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・

ポ
亘
．
の
一
填
独
」
の
思
□

七
．
二



、
1
，
ラ

七
四

　

そ
し
て
、
心
の
「
独
」
な
る
領
域
に
お
い
て
、
心
に
固
有
す
る
「
霊
」
性
に
根
ざ
す
明
察
な
る
力
を
、
決
し
て
な
い
が
し
ろ
に
し
た
り
、

ご
ま
か
し
た
り
し
な
い
と
い
う
の
が
、
す
な
わ
ち
、
「
自
ら
を
欺
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
意
を
誠
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
．
．
内
な
る
道
の
存
在
に
一
敬
畏
一
の
念
を
抱
き
、
そ
の
判
断
に
全
て
を
委
ね
、
常
に
心
目
の
間
に
瞭
然
と
想
い
描
い
て
意
識
し
続
け
、

決
し
て
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
3
・　

で
あ
る　

こ
の
心
の
「
独
」
な
る
領
域
で
も
、
他
人
の
目
が
届
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
軽
忽
に

し
て
は
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
慎
重
の
上
に
慎
重
を
期
し
て
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
「
慎
独
」
の
工
夫
で
あ

り
、
「
莫
見
乎
隠
、
莫
顕
乎
微
」
の
思
想
で
あ
っ
た
，

　

実
質
的
に
丁
「
目
の
視
る
と
こ
ろ
、
十
手
の
指
す
と
こ
ろ
」
二
大
学
章
句
』
に
引
く
曾
子
の
語　

と
な
る
、
つ
ま
り
、
他
者
の
目
を
意
識

す
る
が
故
に
、
利
欲
に
起
因
す
る
利
害
打
算
に
奔
る
余
地
の
大
き
い
、
「
共
に
知
る
」
と
こ
ろ
と
な
る
行
為
の
結
果
の
上
に
で
は
な
く
、

そ
の
根
源
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
内
心
の
「
独
」
な
る
領
域
二
独
知
」
の
場
）
に
お
い
て
、
換
三
［
す
れ
ば
、
動
機
（
す
な
わ
ち
、
機
u
幾
の
動

き
初
め
）
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
人
間
の
道
徳
性
の
根
拠
を
問
い
、
そ
の
確
立
を
目
指
そ
う
と
し
た
の
が
、
『
大
学
章
句
』
の
，
誠
意
」

の
思
想
で
あ
っ
た　

意
を
誠
に
し
よ
う
と
す
る
者
、
換
言
す
れ
ば
、
本
当
に
道
徳
的
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
「
自
ら
を
欺
い
て
は

い
け
な
い
一
と
い
う
教
戒
が
そ
れ
で
あ
る
．
内
心
に
潜
む
邪
念
・
悪
念
・
妄
念
の
発
生
、
す
な
わ
ち
、
私
欲
・
人
欲
の
潜
在
・
混
入
を
、

一
毫
微
塵
も
許
さ
な
い
と
い
う
の
が
、
す
な
わ
ち
、
「
誠
意
」
の
思
想
で
あ
る
．

四　

「
間
断
の
無
い
」
工
夫

「
慎
独
」
か
ら
「
敬
」
へ

朱
喜
…
は
、
「
誠
意
」
の
⊥
夫
を
説
く
際
に
も
、
「
敬
」
に
つ
い
て
説
く
際
に
も
、
常
に
、
そ
の
工
夫
は
、
「
間
断
無
く
」
行
わ
れ
な
け
れ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ボ　
　

ば
な
ら
な
い
と
言
リ
て
い
る
、
そ
し
て
、
中
で
も
、
「
慎
独
」
と
は
、
と
り
わ
け
、
こ
の
「
独
」
と
い
う
意
識
の
微
分
的
領
域
に
ま
で
深

く
分
け
入
っ
て
、
不
純
な
要
素
が
微
塵
も
入
り
込
ま
な
い
よ
う
、
意
識
の
喚
起
と
提
醒
を
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
行
う
⊥
夫
で
あ
っ
た

＊　

「
岡
断
の
鮭
い
一
功
人
‘
．
一
し
て
の
「
敬
一
に
つ
い
て
は
三
浦
國
雄
「
間
断
の
な
い
思
想
」
二
「
朱
子
と
気
と
身
体
』
所
収　

平
凡
社　

一
九

九
七
一
を
参
照　

ま
た
、
「
誠
意
一
の
工
、
大
と
「
敬
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
純
夫
「
朱
子
の
丁
夫
論
に
つ
い
て　
　

未
発
已
発
の
問
題
を

　

め
く
二
ー
」
二
中
国
思
想
史
研
究
』
第
7
号　

一
九
八
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
、
中
氏
の
論
之
は
、
朱
喜
…
の
工
夫
論
と
実
際
の
⊥
夫
実
践

ヒ
の
間
の
齪
齢
を
指
摘
し
て
、
興
味
深
い　

そ
の
事
自
体
、
朱
喜
…
の
提
唱
す
る
「
学
」
が
、
単
な
る
経
害
の
訓
詰
学
的
解
釈
で
も
、
観
念
論

的
哲
学
で
も
な
く
、
生
身
の
実
存
と
し
て
の
「
心
」
に
向
き
合
う
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
し
三
口
う
こ
ヒ

　

、　

’斗
〃
一
こ
イ
ご
ト
で
つ

　

『
中
庸
章
句
＝
第
一
八
章
に
、
「
誠
者
、
天
之
道
也
、
誠
之
者
、
人
之
道
也　

誠
者
、
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從
容
中
道
、
聖
人
也
、

誠
之
者
、
揮
善
而
固
執
之
者
也
．
」
と
あ
る
よ
う
に
、
聖
人
と
は
、
天
道
の
「
誠
」
と
一
体
の
存
在
で
あ
れ
ば
、
「
勉
め
ず
し
て
中
り
、
思

わ
ず
し
て
得
」
、
「
従
容
と
し
て
道
に
中
る
゜
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
、
「
之
を
誠
に
す
る
者
」
は
、
こ
の
天
道
と
一
体
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
日
々
、
「
善
を
択
ん
で
、
固
く
執
る
」
功
夫
に
勉
め
て
息
ま
な
い
存
在
者
、
す
な
わ
ち
、
「
学
ぶ
」
者
と
し
て
の
人
間
存
在
で

あ
る　

す
な
わ
ち
、
両
者
の
違
い
は
、
天
の
誠
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
間
断
無
く
」
持
続
し
、
永
続
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

人
の
誠
は
、
時
と
し
て
、
間
断
L
、
断
続
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
．
．

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
、
え
ば
、
顔
子
と
聖
人
と
の
、
わ
ず
か
一
息
の
、
小
さ
い
よ
う
で
大
き
な
違
い
を
述
べ
た
、
朱
喜
の
次
の
発
三
口

を
参
照　

こ
の
発
言
は
、
『
論
語
一
雍
也
篇
の
、
「
子
日
、
回
也
、
其
心
三
月
不
違
仁
、
其
鹸
則
日
〔
至
焉
而
已
実
．
」
章
に
つ
い
て
説
か

朱
室
「
〃
「
恒
独
一
の
邑
誓

仁
し
／
1



－
只
・
⊥
n
ー
へ
・

第
一
、
十
［
．
，
’

L
六

れ
た
も
の
て
あ
る

「
顔
子
は
一
そ
の
心
は
］
一
ご
月
、
違
う
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
［
三
月
の
問
は
］
こ
の
心
が
常
に
保
持

さ
れ
て
い
て
、
少
し
も
間
断
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
，
し
か
し
な
が
ら
、
三
月
よ
り
以
降
は
と
言
え
ば
、
わ
ず

か
な
私
意
［
の
発
生
］
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
間
断
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
、
し
か
し
な
が
ら
、
顔
子
は
間

断
す
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
さ
ま
〔
当
下
便
〕
、
［
再
び
、
途
切
れ
て
い
た
心
を
］
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
で
す
ぐ
さ
ま
、
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
間
断
し
た

と
い
・
つ
事
実
が
あ
っ
た
．
こ
う
し
た
わ
ず
か
に
間
断
す
る
こ
と
す
ら
無
く
な
っ
た
な
ら
ば
、
も
は
や
聖
人
で
あ
る　

⌒
記
録
者
名
無

ー
二

　
顔
了
＝
二
肖
不
違
［
、
只
是
此
，
心
常
存
、
無
少
間
断
　
自
．
．
一
月
後
、
却
未
免
有
毫
髪
私
意
間
断
在
　
但
顔
子
纏
間
断
便
畳
、
當
下
便
能
接
績
將
去
。

　

錐
當
下
便
能
接
檀
、
畢
寛
是
曾
間
断
來　

若
無
這
些
子
、
却
便
是
聖
人
也
．
二
朱
子
語
類
』
巻
三
十
一　

ヒ
八
二
頁
）

　
　
　
　
　
　
　

へ

　

顔
了
の
場
合
、
三
月
の
問
は
、
心
の
集
中
は
途
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
三
月
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
心
の
集
中
が
途
切
れ
て
し
ま

い
、
そ
の
間
隙
に
乗
じ
て
、
わ
ず
か
に
私
意
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
、
し
か
し
な
が
ら
、
途
切
れ
て
も
、
す
ぐ
に
気
付
い
て
、
ふ
た
た
び

心
の
集
中
は
つ
な
が
っ
た　

つ
な
げ
る
能
力
を
、
顔
子
は
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
二
能
接
続
」
二
、
け
れ
ど
も
、
途
切
れ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
．
．
、
心
の
集
中
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
故
、
わ
ず
か
の
私
意
も
そ
の
間
に
入
り
込
む
余
地
が
な
い
の
が
、
す
な
わ
ち
聖
人
で
あ

る
．

　

朱
喜
…
は
、
ま
た
、
「
も
し
少
し
も
間
断
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
完
全
に
天
理
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
聖
人
で
あ
る
．
・



［
顔
了
が
］
聖
人
と
紙
一
重
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
．
．
（
若
無
些
子
間
断
、
便
全
是
天
理
、
便
是
聖
人
．
所
以
與
聖
人
一
問

者
、
以
此
．
．
－
二
朱
子
語
類　

巻
二
．
ト
一　

ヒ
八
三
百
二
と
も
言
っ
て
い
る
。
未
発
已
発
を
繰
り
返
し
て
や
ま
な
い
意
識
の
流
れ
が
、
少
し
も

間
断
す
る
こ
と
な
く
、
天
理
と
一
体
と
な
り
、
心
が
天
理
で
す
っ
か
り
充
た
さ
れ
て
い
る
二
実
一
）
の
が
、
す
な
わ
ち
、
聖
人
で
あ
る
、
－

心
は
天
理
で
充
実
し
、
私
意
・
人
欲
の
入
り
込
む
余
地
な
ど
一
切
な
い
の
で
あ
る
．

　

ま
た
、
次
の
発
言
で
は
、
「
敬
」
の
「
間
断
」
と
「
無
間
断
」
の
違
い
を
、
心
の
「
精
」
「
粗
」
の
違
い
と
し
て
説
い
て
い
る
，

そ
も
そ
も
風
紀
や
風
俗
は
、
必
ず
し
も
問
題
で
は
な
い
．
心
が
平
ら
か
で
あ
れ
ば
、
気
は
お
の
ず
と
調
和
が
と
れ
る
も
の
だ
・
、
ほ
か

で
も
な
い
、
心
に
粗
が
あ
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
学
ぶ
者
た
ち
の
通
病
で
あ
る
．
張
横
渠
は
、
「
顔
子
が
ま
だ
聖
人
に
至
っ
て
い

な
い
の
は
、
や
は
り
、
心
に
粗
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
⌒
『
経
学
理
屈
』
義
理
｝
と
言
っ
て
い
る
．
一
呼
吸
の
間
で
も
［
心
の
緊
張
が
］
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ　
　

ニ　

持
y
こ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
ほ
か
で
も
な
い
、
「
粗
」
と
い
う
病
で
あ
る
．
要
は
、
緻
密
に
考
え
、
明
確
と
弁
別
し
て
、
理
義
を
明
確

に
し
、
緻
密
に
す
る
こ
と
に
あ
る
・
そ
し
て
、
操
存
⌒
し
っ
か
り
と
保
持
し
て
失
わ
な
い
）
し
、
函
養
⌒
じ
っ
く
り
と
養
育
一
し
て
、
一

瞬
た
り
と
も
、
［
理
義
か
ら
］
目
を
離
し
た
り
、
注
意
を
途
切
れ
さ
せ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
天
理
は
常
に
保
持
さ
れ
て
、
人
欲
は
消

え
去
る　

そ
う
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
聖
人
で
あ
る
、
｛
余
大
雅
一

　

大
凡
氣
俗
不
必
問
、
、
心
平
則
氣
自
和　

惟
心
粗
一
事
、
學
者
之
通
病　

横
渠
云
「
顔
子
未
至
聖
人
、
猶
是
心
粗
．
」　

一
息
不
存
、
即
為
粗
病
・
要

　
　
　
　
　
　

使
理
明
義
精　

而
操
存
画
養
、
無
須
央
離
、
無
毫
髪
間
、
則
天
理
常
存
、
人
欲
消
去
．
其
庶
幾
突
哉　

〔
大
雅　

「
朱
了
語
類
』
巻

　

．
二　

．
二
、
一
五
｝
貝
「

心
が
「
粗
一
で
あ
る
と
は
、
ビ
う
い
う
状
態
か　

逆
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
「
精
」
で
あ
る
と
は
、
ど
う
い
う
状
態
を
言
う
の
か
．

」
仁
⊥
」
二

ノ

ロ1

貝1・

ヒ
ー
°
〕

こ



卑
ロ
ナ
、
．
子
中
国
哲
学
之
学
利
紀
要
．
第

．
ウ

L
八

の
発
言
に
拠
れ
ば
、
，
心
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
理
義
を
意
識
し
、
そ
こ
に
注
意
を
向
け
て
、
離
れ
る
こ
と
の
な
い
状
態
が
、
す
な

わ
ち
、
一
精
L
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
一
て
、
理
義
へ
の
注
意
が
散
漫
に
な
り
、
時
と
L
て
途
切
れ
た
り
す
る
状
態
が
、
す
な
わ
ち
、
「
粗

［
ム
ラ
が
あ
る
ニ
レ
ニ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
　
精
密
さ
を
宗
と
す
る
「
精
思
明
弁
」
が
主
と
し
て
「
已
発
」
の
際
の
工
夫
を
言

う
の
に
対
し
て
、
「
操
存
酒
養
」
の
方
は
、
已
発
・
未
発
を
分
け
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
基
底
的
に
、
心
の
深
層
に
働
き
か
け
る
工
夫
で

あ
っ
た
・
「
巳
発
」
の
工
夫
も
、
こ
の
「
未
発
」
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ　

が
で
き
る
の
で
あ
る　

こ
・
つ
し
て
、
常
に
、
理
義
に
対
す
る
注
意
や
配
慮
を
怠
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
根
源
で
あ
る
「
天
理
」

の
実
在
レ
一
、
そ
の
現
前
を
、
常
に
身
近
に
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
な
れ
ば
、
力
ず
と
人
欲
も
、
つ
け
い
る
隙
が
な
く
な
り
、
心
の

「
誠
敬
」
は
、
間
断
す
る
（
途
切
れ
る
一
こ
と
な
く
、
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
・
意
は
誠
に
な
る
の
で
あ
る
．

＊　

一
時
は
、
自
ら
も
そ
れ
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
、
湖
南
学
の
「
察
識
端
睨
」
説
も
、
「
慎
独
」
の
功
夫
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

　

こ
の
未
発
の
｝
操
存
酒
養
一
の
功
史
を
欠
い
て
い
た
が
た
め
に
、
か
え
っ
て
、
心
が
「
紛
擾
急
迫
」
す
る
と
い
う
弊
害
を
生
み
、
古
聖
賢
の

　「

[
潜
純
一
」
な
る
気
象
を
失
い
、
挙
げ
句
、
釈
氏
の
説
に
流
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
、
と
朱
喜
ぽ
［
自
己
　
批
判
し
て
い
た
　
例
え
ば
、

以
ド
の
発
言
を
参
照　

「
蓋
操
之
而
存
、
則
只
此
便
是
本
体
、
不
待
別
求　

惟
其
操
之
久
而
且
熟
、
自
然
安
於
義
理
而
不
妄
動
、
則
所
謂
寂
然

者
当
不
待
察
識
而
自
呈
露　

。
今
乃
欲
於
此
頃
刻
之
存
、
遽
加
察
識
以
求
其
寂
然
者
、
則
吾
恐
寂
然
之
体
未
必
可
識
而
所
謂
察
識
者
乃
所
以

速
其
遷
動
而
流
於
紛
擾
急
迫
之
中
也
。
程
夫
子
所
論
『
纏
思
便
是
已
発
、
故
酒
養
於
未
発
之
前
則
可
、
而
求
中
於
未
発
之
前
則
不
可
」
、
亦
是

此
意
」
二
答
呂
子
約
第
＝
二
害
＝
「
朱
子
文
集
』
巻
四
七
」
、
「
但
以
静
為
本
爾　

向
来
講
論
思
索
、
直
以
為
已
発
、
而
所
論
致
知
格
物
、
亦

以
察
識
端
悦
為
初
下
手
処　

以
故
、
献
却
平
日
酒
養
一
功
夫
．
其
日
用
意
趣
、
常
備
於
動
、
無
復
深
潜
純
一
之
味
、
而
其
発
之
言
語
事
為
之

間
、
亦
常
躁
迫
浮
露
、
無
占
聖
賢
気
象　

由
所
見
之
偏
而
然
爾
．
」
二
巳
発
未
発
説
」
同
上
巻
六
ヒ
）
、
「
但
今
人
著
筒
察
識
字
、
便
有
箇
尋
求



捕
捉
之
意
、
與
聖
賢
所
．
ム
操
存
主
宰
之
味
不
同

二
答
石
・
＋
重
第
四
書
」
同
ヒ
巻
四
二
）
．
．

此
毫
董
問
、
須
看
得
破
、
不
爾
則
流
於
釈
氏
之
説　

、
如
胡
氏
之
書
、
未
免
此
弊
也
ご

　
朱
喜
ほ
、
門
人
に
「
敬
」
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
「
［
心
中
に
わ
き
起
こ
る
］
一
念
に
対
し
て
注
意
を
怠
る
の
も
間
断
で
あ
る
し
、
［
目
前

の
応
接
す
べ
き
一
一
事
に
対
し
て
も
［
対
応
を
］
間
違
・
つ
こ
と
が
あ
る
の
も
間
断
で
あ
る
、
」
⌒
問
敬
　
日
＝
念
不
存
、
也
是
間
断
　
一
事
有

差
、
也
是
間
断
＝
朱
子
語
類　

巻
十
．
一
二
＝
頁
）
と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
間
断
す
る
こ
と
の
無
い
、
心
の
持
続
的
覚
醒
状
態
を
目

指
す
功
夫
が
「
敬
一
で
あ
っ
た
．
未
発
・
已
発
を
一
貫
し
て
、
「
敬
」
と
い
う
心
の
覚
醒
状
態
へ
謝
上
察
の
所
謂
「
常
慢
慢
＝
を
途
切
れ
さ

せ
な
い
こ
と
が
、
外
物
や
私
欲
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
常
に
、
事
物
に
正
し
く
対
処
す
る
た
め
の
緊
要
な
心
の
持
ち
方
で
あ
っ
た

質
問
「
敬
は
動
静
を
通
貫
し
て
言
う
も
の
で
す
が
、
静
か
な
時
は
少
な
く
、
動
く
時
は
多
い
た
め
に
、
お
そ
ら
く
は
、
と
か
く
と
り

乱
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
・
．
」

米
喜
…
「
ど
う
し
て
、
い
つ
も
静
か
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
．
．
事
が
起
こ
れ
ば
、
必
ず
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
は
こ

の
世
に
あ
っ
て
、
何
も
す
る
事
が
な
い
時
な
ど
あ
り
え
な
い
．
何
も
し
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
死
ぬ
し
か
な
い
、
明
け
方
か
ら
日

暮
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
る
．
ま
さ
か
、
仕
事
が
多
く
て
［
心
が
］
か
き
乱
さ
れ
る
の
で
、
私
は
ち
ょ
っ
と
静
坐
を
し
て

き
ま
す
、
と
い
う
わ
け
に
も
い
く
ま
い　

敬
と
は
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
い
、
も
し
、
為
す
べ
き
仕
事
が
目
の
前
で
待
っ
て
い
る
と

い
う
の
に
、
自
分
は
一
．
静
を
主
と
し
」
一
よ
う
と
し
て
、
頑
な
に
応
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
心
は
死
ん
だ
も
同
然
だ
。
何
も
仕
事
が
無

い
時
に
は
、
敬
は
内
側
に
あ
り
、
仕
事
が
あ
る
時
に
は
、
敬
は
そ
の
事
の
上
に
あ
る
。
仕
事
が
有
ろ
う
が
、
無
か
ろ
う
が
、
私
の
敬

は
、
決
し
て
間
断
す
る
こ
と
が
な
い
の
だ
。
例
え
ば
、
来
客
に
応
接
す
る
時
に
は
、
敬
は
応
接
す
る
こ
と
の
上
に
あ
る
が
、
来
客
が

　

朱
喜
の
一
虞
独
一
の
□
租　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
九



　

東
「
、
パ
写
べ
．
、
・
中
国
打
学
之
学
科
紀
要　

第
、
ー
「
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
・
一

去
っ
た
後
で
も
、
敬
は
こ
こ
に
あ
る
。
も
し
来
客
を
嫌
が
っ
て
、
心
を
煩
わ
す
も
の
と
見
な
せ
ば
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
自
ら
心
を
か

き
乱
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
敬
で
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
程
子
は
、
『
学
問
は
専
一
に
な
っ
た
時
こ
そ
、
う
ま
く
い
っ
て

い
る
．
二
⌒
霧
氏
遺
害
』
巻
一
八　

一
二
程
集
』　

二
〔
、
三
頁
）
と
言
っ
た
の
だ
．
・
と
い
う
の
も
、
専
＝
ご
は
、
為
す
べ
き
仕
事
が
有
ろ
う
と

無
か
ろ
・
つ
と
、
レ
う
ち
で
も
同
じ
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
．
、
程
子
の
こ
の
一
段
に
お
い
て
は
、
こ
の
一
句
こ
そ
が
緊
要
な
と
こ
ろ

だ
、
」
⌒
沈
潤
｝

　

問
「
敬
通
貫
動
静
而
言
．
然
静
時
少
、
動
時
多
、
恐
易
得
携
乱
・
、
」
日
「
如
何
都
静
得
有
事
須
着
庭　

人
在
世
間
、
未
有
無
事
時
節　

要
無
事
、

　

除
是
死
也　

自
早
至
暮
、
有
許
多
事
．
、
不
成
説
事
多
擢
乱
、
我
且
去
静
坐
、
敬
不
是
如
此
．
若
事
至
前
、
而
自
家
却
要
主
静
、
頑
然
不
懸
、
便
是

　

心
都
死
r
。
無
事
時
敬
在
裏
面
、
有
事
時
敬
在
事
上
。
有
事
無
事
、
吾
之
敬
未
嘗
間
断
也
。
且
如
雁
接
賓
客
、
敬
便
在
懸
接
上
。
賓
客
去
後
、
敬

　
又
在
這
裏
。
若
厭
苦
賓
客
、
而
為
之
心
煩
、
此
却
是
自
携
齪
、
非
所
謂
敬
也
。
故
程
子
説
『
學
到
専
］
時
方
好
」
　
蓋
專
一
、
則
有
事
無
事
皆
是

　

如
此
．
程
子
此
段
、
這
一
句
是
緊
要
慮
．
三
個
二
『
朱
了
語
類
』
巻
ト
ニ
ニ
…
二
頁
｝

　
朱
喜
…
に
拠
れ
ば
、
「
敬
」
と
は
、
「
聖
門
の
第
一
義
」
で
あ
り
、
「
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
一
瞬
た
り
と
も
［
精
神
の
集
中
を
］

れ
さ
せ
な
い
」
二
敬
字
工
夫
、
乃
聖
門
第
一
義
、
徹
頭
徹
尾
、
不
可
頃
刻
間
断
・
一
『
朱
了
語
類
＝
巻
十
二　

一
二
〇
頁　

工
夫
で
あ
っ
た
．
．

途
切

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て
ー
「
慎
独
」
思
想
の
そ
の
後
の
展
開

　

「
慎
独
」
の
工
夫
は
、
已
発
有
事
と
未
発
無
事
、
動
静
の
別
に
関
わ
り
な
く
、
間
断
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
行
わ
れ
る
「
戒
慎
恐
ぱ
」

の
工
夫
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、
そ
の
効
力
を
発
揮
し
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
工
夫
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
、
「
慎
独
」
の
「
独
」
を
、
朱



喜
…
は
、
「
幽
暗
隠
微
」
と
注
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
特
定
の
物
理
的
な
「
暗
処
」
「
隠
処
」
を
言
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
心

の
内
面
に
お
け
る
意
識
の
微
分
的
領
域
を
表
す
概
念
で
あ
っ
た
．
．
そ
れ
は
、
三
［
わ
ば
、
人
が
何
か
を
行
う
時
、
あ
る
い
は
、
行
お
う
と
す

る
時
に
、
心
が
発
動
す
る
「
意
」
の
初
動
、
心
に
萌
す
一
念
の
微
動
、
す
な
わ
ち
、
「
幾
」
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
．
・
つ
ま
り
、

行
為
の
起
点
と
し
て
の
動
機
・
意
図
で
あ
る
・
そ
れ
は
、
他
人
が
外
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
自
分
だ
け
が
独
り
知
る
こ
と

の
で
き
る
意
識
の
秘
め
や
か
な
領
域
で
あ
る
、
そ
し
て
、
こ
こ
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
行
為
の
是
非
善
悪
が
決
定
的
に
分
岐
す
る
端

緒
の
瞬
間
で
あ
る　

毫
薔
の
差
が
千
里
の
謬
を
生
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
何
よ
り
も
、
先
ず
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重

を
期
し
て
、
天
理　

人
欲
、
道
心　

人
心
を
弁
別
し
、
前
者
を
存
し
て
、
後
者
を
去
る
の
が
、
「
慎
独
」
の
工
夫
で
あ
っ
た
．
・

朱
r
学
に
お
い
て
は
、
工
夫
の
中
心
は
、
あ
く
ま
で
「
格
物
致
知
」
に
在
り
、
「
誠
意
」
「
慎
独
」
の
丁
夫
は
、
そ
の
補
助
的
・
補
欠
的

な
位
置
付
け
に
過
き
な
か
っ
た
が
、
陽
明
学
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
前
面
に
出
て
く
る
．
「
大
学
の
要
は
、
誠
意
で
あ
る
」
二
大
学
古
本

序
」
＝
王
陽
明
へ
－
集
＝
巻
ヒ　

亘
．
青
二
と
妻
、
・
れ
た
．
王
陽
明
は
、
朱
喜
…
の
「
知
行
先
後
」
論
に
対
し
て
、
「
知
行
合
一
一
説
を
唱
え
た
が
、

そ
の
哲
学
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
吉
出
公
平
氏
が
、
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
人
〔
心
）
は
、
《
現
在
》
に
し
か
実
在
し
な
い
」

レ
　
い
う
人
間
観
を
提
唱
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
．
す
な
わ
ち
、
「
知
・
行
と
は
、
心
の
分
相
を
］
般
的
通
念
に
順
っ
て
便
宜
的
に
表
現
し
た

に
す
ぎ
ず
、
実
相
は
一
つ
一
で
あ
り
、
「
知
行
を
主
体
者
が
真
に
実
在
す
る
「
現
在
」
に
返
し
て
し
ま
う
と
、
も
と
も
と
分
割
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
無
意
味
で
あ
る
一
こ
と
を
主
張
し
た
の
が
「
知
行
合
一
」
説
の
真
意
で
あ
っ
た
⌒
以
上
、
『
陸
象
山
と
王
陽
明
＝
皿
「
王
陽

明
一
4
「
誠
意
説
一
研
疋
出
版　
　

九
九
二　

二
八
三
、
四
頁
参
照
二
、

　
こ
の
「
知
行
合
］
」
の
原
点
で
あ
る
と
こ
ろ
の
《
現
在
》
と
い
う
人
間
の
実
存
的
時
間
を
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
そ
れ
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ

さ
し
く
、
一
独
‘
処
に
お
け
る
＝
念
発
動
」
と
い
う
意
識
の
微
分
的
領
域
に
突
き
当
た
る
．

宋
吉
の
一
己
独
」
力
思
想

八
一



東
洋
大
学
中
国
哲
学
正
”
≡
・
利
紀
要　

第
二
十
号

八
二

＊　

次
の
工
陽
明
の
発
言
を
参
照　

「
問
知
行
合
一
．
先
生
日
、
「
此
須
識
我
立
言
宗
旨
。
今
人
學
問
、
只
因
知
行
分
作
雨
件
．
故
有
一
念
護
動
、

　

難
是
不
善
、
然
部
未
曾
行
、
便
不
去
禁
止
．
我
今
説
箇
知
行
合
一
、
正
要
人
暁
得
、
念
獲
動
虞
便
即
是
行
了
、
獲
動
虚
有
不
善
、
就
將
這
不

善
的
念
克
倒
r　

須
要
徹
根
徹
底
、
不
使
那
一
念
不
善
潜
伏
在
胸
中
。
此
是
我
立
言
宗
旨
」
（
『
伝
習
録　

巻
下　

『
王
陽
明
全
集
』
九
六
百
二

ま
た
、
王
畿
の
＝
念
の
微
」
も
同
様
の
概
念
で
あ
る
．
、
曰
く
、
「
戒
自
欺
而
求
自
廉
、
惟
在
察
諸
一
念
之
微
、
所
謂
慎
掲
也　

捨
慎
濁
之
外
、

　
更
無
所
謂
格
之
之
功
突
」
｛
『
王
畿
集
』
巻
ト
「
答
呉
悟
齋
書
」
　
二
五
二
百
二
と
．
な
お
、
モ
畿
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
王
畿
の
「
．
］
念
［
の

　

思
想
＝
本
誌
第
十
八
号　

二
こ
一
▽
二
を
参
照

　

以
上
の
考
察
か
ら
見
る
に
、
朱
喜
…
の
視
線
も
ま
た
、
こ
の
人
間
の
実
存
的
時
問
と
し
て
の
《
現
在
》
、
そ
の
微
分
的
領
域
と
し
て
の

　

独
」　
　

厳
密
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
生
起
す
る
「
意
」
の
初
動
・
端
緒
と
し
て
の
「
幾
」
1
に
ま
で
届
い
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
．
「
慎
独
」
の
功
夫
と
は
、
要
す
る
に
、
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
意
識
の
微
分
的
領
域
ま
で
分
け
入
っ
て
、
天
理
1
1
道
の
は
た
ら
き
を

自
覚
し
、
そ
れ
に
対
し
て
‘
敬
畏
」
の
念
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
片
時
も
間
断
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
へ
の
注
意
と
配
慮
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
す
る
、
人
問
の
側
の
努
力
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
主
宰
性
は
保
持
さ
れ
、
人
間
と
し
て
の
倫
理
・
道
徳
性
を
確
立

す
る
こ
と
が
で
上
さ
る
と
い
・
つ
人
間
観
．
倫
理
観
の
提
出
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
・
．
王
陽
明
の
「
致
良
知
」
の
思
想
も
、
王

畿
の
＝
ム
・
心
独
知
一
の
思
想
も
、
そ
の
淵
源
を
遡
れ
ば
、
朱
喜
…
の
、
こ
う
し
た
「
慎
独
」
の
思
想
の
延
長
線
上
に
、
開
花
し
た
思
想
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
と
見
る
こ
と
が
〔
．
s
き
よ
う

＊

い
ず
れ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
詳
細
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
，
今
、
資
料
の
み
を
掲
げ
て
お
く
．
【
王
陽
明
】
「
止
之
問
『
戒
鷹
是
己



所
不
知
同
F
た
、
愼
掲
是
己
所
樹
知
時
工
夫
．
．
此
説
如
何
．
』
先
生
日
、
『
只
是
．
個
工
夫　

無
事
時
固
是
掲
知
、
有
事
時
亦
是
掲
知
．
人
若

不
知
於
此
揚
知
之
地
用
力
、
只
在
人
所
共
知
虎
甫
功
、
便
是
作
僑
、
便
是
見
君
子
而
後
厭
然
．
此
蜀
知
慮
便
是
誠
的
萌
芽
。
此
慮
不
論
善
念

悪
念
、
更
無
虚
假
、
一
是
百
是
、
一
錯
百
錯
、
正
是
王
覇
・
義
利
・
誠
偽
・
善
悪
界
頭
。
於
此
一
立
定
、
便
是
端
本
澄
源
、
便
是
立
誠
・
古

人
許
多
誠
身
的
工
夫
、
精
神
命
脈
全
膿
、
只
在
此
庖　

眞
是
莫
見
莫
顯　

無
時
無
尾
、
無
終
無
始
、
只
是
此
個
⊥
夫
．
＝
＝
『
伝
習
録
＝
巻
上

＝
土
陽
明
全
集
一
三
四
百
二　

【
土
畿
＝
昔
明
道
有
．
ム
、
＝
有
天
徳
可
語
モ
道
、
其
要
只
在
謹
掲
＝
蜀
知
無
有
不
良
、
能
慎
濁
則
天
徳
達
而
王

道
出
、
其
機
在
於
一
念
之
微
。
可
謂
至
博
而
工
、
一
約
者
妄
」
二
政
學
合
一
之
説
」
「
王
畿
集
』
巻
八　

一
九
六
頁
｝
、
一
良
知
即
是
掲
知
、
掲
知

即
是
た
理　

燭
知
之
蝶
本
是
無
聲
笹
息
、
本
無
所
知
識
、
本
是
無
所
鈷
帯
棟
揮
、
本
是
徹
ヒ
徹
ド　

燭
知
便
是
本
饅
、
慎
濁
便
是
功
夫
。
此

是
千
古
聖
神
斬
關
立
脚
真
話
頭
、
便
是
吾
人
生
身
受
命
真
露
籔
、
亦
便
是
入
聖
入
神
真
血
脈
路
」
二
答
洪
貴
山
L
同
巻
卜　

二
六
二
頁
｝

　
そ
し
て
、
冒
頭
に
掲
げ
た
程
明
道
の
三
［
葉
に
戻
る
な
ら
ば
、
仏
者
の
「
前
後
際
断
」
の
思
想
を
是
認
し
て
、
「
純
に
し
て
、
亦
た
已
ま

y、

驕
e
べ
徳
一
を
保
有
し
、
王　

覇
一
す
な
わ
ち
、
義
利
、
善
悪
一
の
別
を
も
決
定
す
る
丁
夫
の
要
が
、
「
慎
独
」
に
あ
る
こ
と
を
説
à

い
た
程
明
道
の
視
線
が
捉
え
て
い
た
の
も
、
ま
さ
に
、
こ
の
意
識
の
微
分
的
領
域
て
あ
る
「
独
」
処
に
お
け
る
、
「
天
徳
」
⌒
程
明
道
｝
ー

ー
朱
喜
…
は
・
一
、
れ
を
「
心
の
霊
＝
虚
霊
知
覚
」
と
呼
び
、
⊥
陽
明
は
「
良
知
」
と
呼
び
、
王
畿
は
「
独
知
」
と
呼
ん
だ
も
の　
　

の

微
而
顕
見
一
な
る
働
き
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
「
．
敬
畏
」
の
念
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

朱
喜
の
「
禎
独
」
の
思
轡

八
．
、


